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Head-up tilt試験陽性例の

出管内皮機能に関する検討

荷崩凡平・歓間 銀・ 上畑 81H略・ M~秀ー・ 締悶尚弘・ 商的利彦・

五 Hfl-r良' js村公!t'，大鈴文孝"中村11;峻・ 擦問明・・

ー-，酸化溜銑(nitoricox!de， NOIは。自繍仰縫孫の絢

節に彫轡をlJH宮すととむに血管内"'<1砲に関与すると
されている さらに。刷管内政儀 Eは米術血管の鉱沼

働能に関与している -n 神続調節生保仲岱例にお
いては白伶神経機能ヒ血管."高慢胞がその絢舗に膨穆

すると考えられる そこで神経商閣性失神経例に幻い

て NO の関与する flow 則。dialω凶勝dilatio~ を淘
~する ととにより内皮嫁能金制ぺ日た さらに，外相性

NOである "'1m峨lycerini"役与することにより来初

血管の~，提峨舵を検討した

s 剣.および方建
Head-叫ゆtih艮厳により締縫調節性失神位例と齢斯

された 9鋭例{平~J30:!:8 .11:， !lJ鐙s例}と句1・6 性.
沼動脈危険囚予を組合.ぜた対依""例【平均30主S

a健川俊s例}を"稔対象とした
E Hc~dト叩 tih 叡1& 1.:1. 80 到底の p~ssivetihとし。 心司電

陶4安E逮厳4モtニユユタ し.心納数と KOfO。‘比."“t跳4伝ζて測足
しt血正..分m諺t印に2記et録暴した llc“鳳，-"叫叩lρ)tilt紋騎のプ
ロトコ一ル6はま aま鹿ず2羽0分n問uのコ，トロ一，ルν"仙"飢臓を
胞行した附性5所'野1処がz認zめ
u凶1旬Eμcαe町叩'"川l帥.の仰脈勾鍛，与，による縦絢仇仰4金E胤行しFた~. 111 

叫2お洛閣0，μ.，より開始し 3分割事に250Pi!漸測し自最大役

1.;.Iit 1，500μ， ，で"'''し制大"分閉まで業絡した
陶位llill¥U.，むm.払血凶の変動告と b危う失紳Mよ
ぴ失神附・[(Iti':状の姥'.とした

内皮機能の訓定".上腕動脈金制いることとし，

YIIP位齢&川凶2ω。組脅訟防除後医と 7.5MH理の

E・6糾1火納院内n
('I']~醐.細川叫 ] -1-W

開制収柑..州市

。 同 制兜匂シタ-

f守副 M 所沢市帥 3.2)

高分解""'H厳S磨子をmいて上嶋動脈民館を記録する
ことにtり3健施した まず!安飾的の土腕動脈径を肥
録した その後収納期血圧の30mrnHg高い圧でカフ

にて前院会5分間脇'"し...締役の上麟醐嚇後を定".

した 反応光山による血管鉱自民反応(f1ow-mediated

dilatlon】を内皮~U伎の血管鉱復権 k しで安静時血

管笹倉、ら反応ヲヒ'"盆の血管径への%柳.，阜で袋わし

た その後 nitroglyωf 川 O.3m~ 舌下松与前後の tlõi
血管径の%噌加聾..'"め これを内皮非依存性の血管

鉱頚胞の，，，.とした(nitrOi!lYCCf・ndilationl 

， .." 
凶1に仰銭関節性失神催例と対附例の安静岡血管径

の比般をη した 安併時の血管~に凶樫例"でm同認

められおか .J1~(3.8土0.8¥'S 3.9:1:0.7 tnm附} 図2

にt“low-rnC“曜 a訓tωd副副ila似t加劃悶ロ"、の関g低E例E略手に2お'"る比.綬夜

告示した神.. 程調聞肱1仇た神鑑例でF有平'ド4均 7.3士~.~ %でaゐb 
勺たのト記ζ刈し対照例で0の')flol'I町 ωa叫t吋 dil~附t“E。加伯}はB 

4.4 i主t ~.6 %で aゐb り 神悦劃節俊失柿叫例oのP仰伽】削w 

'"、ω!，耐"ωdd“州;Ial“'仰。 u火でaゐbる傾
白勺9 つ e舎s が大 tき~ <fUUきはなかった 同織に肉3に
nilr噌Iyccr川 tlilstionの剛健例僻におりる比般を市

した樽総関節性失体症例抑nilroglrcerindilat叩"，ま

何附例に比べ大でめる傾向が留められた08.3土6.7

vs 13.6:1:7.0 %， p=O.08l 

， .. 橘
f，E例取が限られており 統計?ぷJに陪'fi窓差は認め

られてい信い均九伸純関節倹失伸.."で"内皮依存位

。')Ifnn鉱傑臨および内政訓依ぺ((.性の血管鉱袈能の双方

が大でめる可能絵が元r;q復された IIcnd-up tilt ~式脇で

鵠犯される失神犯作は米側Ihl'i1'OJtt/:測にとbなう附庄

の低下告と，~うため，内"依γピ悦および非依存性山
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肉.依存住血管~後反応の比級回 2
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開明'・・..・也集.偶

肉.，事依存鐙血管鍵傭織の比鰻図 3

伸後活動の消退とこねに関与した例腕の血管盤強反応

が伸鰻調節性失神症..の痢蛾に関与すると組告してい

る またI 品川ら"は紳S基調節性失神鑑倒での血中
NO誌のm加を示唆する所見を綴告している宋柵血管
にお"る NOと中概神経婦のNOの動"'''必ずしも

管鉱強健の完封障は神経筒節佳失神也例の倒慣に関与す

ると考えられる

さらに。 NO11:自律神経活動に関与する心鈎数変動

指繍に"・を及ぼすとされて幻9叫 F.'ら剖 11:NO fI! 
女@神経活動に抑制的に働〈とし。 Dietzら"は安感



一滋，るとは問らないとさ仇るものの，宋例にお付る

NO活性の曾加は中継神銀系NOの滑加の可能性をL

示慢し。これらが紳紐関節怯失神症例の痢悠に関与r
る左示唆きれる 今後催例-!':ift附して検討する必要が
あると考えられた

， "猷
1) JUIllTUssidkul P. et al: TIIe influ剛 ceof neural 

川町"則氏側副山l10micrew:ulation川 freell'…l剛山田 l叩 20:1217
幻刷z川 1.ct al: Sympa恥山川町waland 
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fore~げmvasodilat怜伯tlurinllvasovagHI sy，悶九時

in hunw陥iαrc1996: 94. (suppl J) : 1-5H 
3) Fei L. et al: Nitric oxide reduces nnrepill~ 

がhrin嶋 relea拠 inthe h四川 duringsympathetk 
51;，印刷卵 in dugs. JACC 1997 : 29 (~uppl 

A):329A 

り品川亮， 1;1:か Hcad-uD1111拭麟時の自体阿倍

及び体相性則子の験計-'"管迷走神経反射往失神

における mtTlc0災地e(NO)の修明 J仰 CircJ 
1997 制 (slIlJl1ll) : :12η 
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原因不明の失神患者における

Head-up tilt t田t陽性例の再現性に関する検討

裁昌明日，.・ 大酋祥捌・動尚司・山緩荒平・

足立制lE 山辺裕・ 撚，"光"'・

近年。"白d-t1ptilt t飽，(以ド HUT)1;1，神級副即位

失神の有剤な診断法として広〈場入されてきた 本疾

胤他者における HUTによる畑作宅建知の困内m，見性に
ついて".初E陥性険性例合わせて 90%前後と叙告

されており "滋賀貨の効拠判定に有川と考えられてい

る"" ー方!臼"変働に関ずる細管によると。問視伎

は60%から 90%色ぱらつきが大きし検査問隔1週

間以明の比鮫日開初期の検針が多も'''''. t.，~ 心的散と
.，(互による宛作のタイプ分続"誇のパラメ タ の刊

現役についての線告は少伝ぃ・1

今回貌々は，当終に1.H'る初回 HUT陽性例中i 綾

日湾~査を締行し得た例につき，殉作自司砲の有無 tm

現性に彫曹を与える図子.ならびに各観パラメーター

の湾現住を検討した

5対象および方漉
原因ヰ切の失伸宛作の.. 包含有し。初日 HUTU51 

IIU1')にて陪位であった連続"0中，後日... 険""
nd HUTlを施行し栂た"例{男性B例， 女性6例， 平

均年飾"繊}を付象どした IIUT鳩山、ずれb臨僚的
に発作含有する時期に行い. 2回の倹"間隔は平勾

2"日で.ヲた
a眠枝議下で20分聞の安鯵臥位後， 80!t15分間の
lill UP t ~ontrQI とした contrω険性例に"いては
引き続き安仰臥位にてイソプロテレノール{以下151')

t 0.5 pg/minより符続役与し。険備的信....により

25%の心始微増加を得た検与Jlのもとで。"度 15分
附の1mupを緒"した C側 Irolまたは (SP提与下の

いずれかのtilt中に錫持された 急逝に巡行する血圧

低下をとも.ラ失神. .たは失樽前週区総状の山男児.随

…酔oSIII11"ln，.師側".戸市ゆ央区楠町 7-5-1)

性，判定し，これを 1抗日UTとした 彼自向"の力

盗にて2nd HUTを行ゥた

s結果
..作舗"の抑制肢を認めたの I~ 14例中 9例(6<
%1， !認め伝かったの'"例(36%1であった検査問.. 

100臼以内の刊現性は8011<1' 7 D得188%)と.より良好
でるった

再現性を認めた野([U: 9例}と認めなかったm
t日野 5例}に』切りる。叫現住に彪・を与える樹子の
比駿検討で".隼oMJltJ28.4主J3線.11齢制 2土25
11..性差は 1群にて"色4例(44%)， 111曜にて4例'"

%1といずれも有'"援を認めなかった 2回の倹君主間隔

について陪.II~，では 4刷主 515 臼 t ， lIJlω.2畑臼
に比し長い傾向をEめた{図 1).lstHUTにおゆる

各舗パラメ タ の比般にては...誕加担の心拍倣お

よび収""01血JE陪働岬聞に謹を認めなかうた【'""
..，者条件についても. '"で4例(・4%)， ur.llで3例
{ω%1がISPt望書し，凶野聞に援を"め《旨かった調

作明日タイプ分矧は.".にて協合IHMX)7例，心抑制

霊(CI)2例で.った金九 日開に"いてほ血管仰刷豊臣

【V0l3M. MXとClI~ ~を i 例であった畑作初犯'"

聞は， IT8.4全5.，仏1["5.1主2.'分色。有志第

を認め倣かった{凶3¥

".金9例にお"る!各線パラメーターの湾現性を
験討した稼提条件1;1， 151 HUTのω川rol~益性でる

ラたS例'1'2例が2nd HUTにて l51't現し 1" 

HUTの r51't関した4例中 1例が2nd HUTにて
control陽性となヲた ζれよりl続発条件の再現役は

9例中6例(67%)であ勺た{凶叫発作のタイプ分奴

については，1stHUTに""る MXの1例e陥，.
すべて 1st HUTと同じタイプのぬ作が紛処された

契昨タイプの楕尻位lま9例'T8例(89%)と，より良好
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年齢 怯鍾 檎査間隔
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心始動 収縮問温圧

(bpm) " I~糊
NS 

@叫
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'" ". '" " .. 図 2 初困各祖パラメーターの比・12-1.b~僻師"のiI!a敵釘よU
眼健醐血圧の再現性への彫書

， 

3 

。
国s

誘発条件
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発作タイプglH奇襲襲 発作館発時間

NS 

初圏各組パラメーターの比・2・2 啄発条件， ，連作タイプ分額および麟宛縄問m
m現健への~.
MX 混合型 CI :-i，.J印刷盤 vn; J1I¥符銅鋪M

自律仰純の繁裂状闘の日銭復動隊 ((U可 の結mに~

w'rると考えられている 今回奴々はi 平吻 23~ Aと

いう良い倹査問鮒.鈍て b 幽tまが:J~こ宛併を認める時

期にIHtWIY<J商い刊現住をも勺て持作が読宛されると

の舵製を"同 100EI以内の検辺住削制ではさら仁良好
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ー数$1:67%

，sp 

control 

図 4 '" m完象停の再級位 'n' 

であった また.刊現された宛作のタイプが高市に"

闘とー激したことより。問一患者に.いては伺 タ

イプの施作が反復して出現すると機策された このこ

と隠I 自然殉作の心電留を促えることが闘健とされる

本疾般の鯵断・治僚に必いて星測であり，比終的録期

間の績割附隔舎幻いても HUTによる費菌剤効泉判憶は

可能であるこkを示唆している

， ，音調

Head-uo tilt t，伺tにお砂る売仰の，.. "佳は，検創問

附の膨・4皆愛"る"1飽映があるbのの。良好であヮた
また v納散と血圧による発作のタイプ分震は 商事
に初回絡行時と戸数した

s文献
!) Chcn XC. Chcn MY 恥nditt00. el &1: Re. 
produ<:ibi1ity of head-up tilt-table 悩叫ngfur 

cllCltlllg開削ivililytu neurally medialcd 

'"、copein pat 刊誌swithout structural heart 
dise~鈍 AmJ ca附 iol1992 ω(8) : 1~-760 

2) Nakag3wa H， Kobaya由iY， Kikushima S， cl 
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'" '"" 関 s発作タイプの再現性
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1::1<<1，ゆ l)'5iol19河沼 15(10例 υ 1477-1481 
5) Sutton R. Petersen M， Br刷。 eM.etal

Proposed cla弱Ificat・011 for 山 induccd
"~sovagal syncope. E"， J Qmlinc 印刷場
ElcclroT!m必I1992: 2: 180-183 

6) Ruiz GA. SC3Klio川 Jand GonzalczZuelgaray 
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神経調節性失神に対する

交感神経β遮断薬の有用性

IItad叩 tilt民験を周いた短期予防効果と長問フォローアップ線組

安a部地彦 花岡努事・中鳥脇舞 台志消嶋・・

神純削節怯失神(neural!y mediated syncopC 

NMSJの裏話物的艇には。交峰神経β遮断灘.d除。'"
amidc および交峰神崎a釈放費高等が岐川され その

'f.i川住が柑告されている"しかしながら，これらの報

告閣の多<(;t， lIead-up lilt{]JUTJ献齢時の薬物静注

による急性3既製をみたものでおり HUT以験の刊現

住初問題をも会ぬて内服役与による NMSの長期予防

効鍵についての有川住は明らかに伝ヮていない本研

究の目的は.l'略取怯をもって HUT脱獄で失例掲作の

認発された NMS血管に対する交..神経β遮断第の

NMSに刈する匁11¥ll'U効往と 去を捌投与による NMS

の持拘予on効保金調べることである

s対>>
間君事"'1を含υ伸雄学的所見 .よぴ心エコー ホ
ルター心旬凶符で~樽舟作の関門凶ゆ明らかでないi い

わゆる~閥，切の失神発作を主訴に来院し . JlUT獄

紛で""陀慌をも勺て陥WiA状と 致する失神I]f'I!.1. 
たは失神r似縦状が総仰され..邸側附悦失神(NM::o)
と診断"もた 33.s{仰 18各，女'5名平均年櫛“ 9

放，.対象とした純際機患は高血圧組2名.雌刷恨む

後処，~ 制不全信銭nのため!t1!l!~Jぺースメー.一

般..み飽の~者"告が合まれていたが.機り'"員には

基礎""，を認めなかラた

s方滋
(]) HUTl式駒M臥位 5-10分間の後 80&

upril!lIt tilt ~ lO-3()分間施侃失怖が訴処され信い

頃合11.山 ρrOle陀"，'“Sf')1μ，1分的続点溺静注下

帽間帯岬.，内11
阿 高奴lf.W，J(I瞬

t〒制問山『八叩帥.JI'.III

で。臥位5分間の後80I!l uprighl tiltを10分間施行し
たnspIUil大3μ，1分忠で施行} 鈍伝る固に問ープ
ロトコールで絡行した埠低2回の HUT猷厳により金

総例に再現性があるζとを槽秘した後. (2)プロプラ

ノロ四ル(30ml!!日}艇口~'"役与を開け白し，役与刊開始

4 、 7 目後に同月プロトヨールで HUT 以践を，，~施

行し，プロプラノロール笹口俊与のNMSに対する熔

飼予防効B換を判定した斑に.(3)プ包プラノロ ル

健口股与がNMSに有効と判断された血者に".プロ

プラノロ ル3令、60mv.!日，又"フマル敵ピソプロロ
ールSπd闘のいrれかの笹口俊与を続線し NMS 
に対する炭朗予防効*について織的した

S結集
荷呪健をもヲて IIUT臥験で失伸宛作の携循された

NMS .l!.t4守".，の HUT猷般に.いて.18名(54~揺}
は失神知作の認知6ニISPが必要であヲた。NMSに対
ずるプロプラノロール縫白役与の鎚州予防効保

NMS山lilt3旧名中，.名(13%)でプロプラノロ ルの

NMS に討する組唄J 'J" ~j効燥を認めた誕に，失紳の線

路に 151'姉鋭l.i摘静践を到した 18名中 15名(H3%J 
で"プロプラノロ ル縦白役与により有効性令認め

" NMSに対するβ遮断豪"長期予防動操 UUT鉱
践でプロプヲノロ ル続日投与の有粉性が雌認された

，.名に討し。プロプラノロール30-ωmg/El役与を

'04誌に.フマル酸ピソプロロール5mg!目役与を4名
に行い，平均21.6"h月(2:IJJ'j.....481J同}外来ア場ロ

ーを行った そのS詩集失神の1'1発を認めた隼例はl
例のみであり.，.例中23例(96%)でβ返断藁"

NMS 1'1宛予防に有効であ勺た叉白フ棺ロ アヲプ捌

附'1'β建断務による刷作111も留め1，かヲた
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I .暗俊
神鑑摘節性失神"揚m"僚としてβ退断恥
d回 pyrarnidc，iJよぴ受感神綴aI/IIJ~駐鰐が有効である

との報告が伝されている" ヲJで disopyramid~ と

placebo"とのd"刷eblind cross-over紋織や.etlle-
f巾 eと凶acebo"とのd，抑制cblind cro錨創"鉱脈

の成続では，いずM 向閃切に比し寒剤の帥触を

"め信か 9たとの~W ，伝されている これらの縦告

" いずれも鑑例散が比般的少~いため， disopyr 
M 叫』やdilefrineの NMSに対する有効性を政ちに

i'i)i(するものでは匂いが。伸縮調節性肺の司自物治療

に隠しIU14Z る険加の~，Il!!位を却した点では，剤取るる

彬刊である 11 受昭博経β週明書置の神終割問骸失

仰に対'るイ伯雄Kついては 多〈の紺告例がその向

い有効性を~得しているかn しかしながら，欧米の鋭

倍例制lを際網に検討してみると。 β遮断擦の1日銀与

~，領めて多< ，闘内でのー般的役与..と大きなu
を'"めている本研究において，p遜断擦の役与鑑陪プ
ロプラノロ ル30-60π事/白内服役与，叉"フマル峨

ピソプロロール ，"，，1白内服役与で符ヮており， 1日
銀与震としては欧米の叙告に比し比敏悦低容量と考え

られる 更に，今闘のft々 の検討から，神綬調即位失
仰のhead-uptilt鼠肢による寮勤評価".締めて制効

.，子価方法であることが縄付けられた すなわら

IlUTlえ職でのβ遮樹祭同>1m有効性は.その録期フ
窓口ーに"いても問械に神経調節俊失仰の肉殉予防に

制効であることを示している今後，β~~，闘のみなら

ずd悶 lyramldeや交@御飯，網搬繋等についても問

機の械討が必fH::'lるであろう

5総領
ol 111現住をむヮて HUT鉱験で初売される得総育関

節佳央樽"者'34誌に対し，プロプラノロール30mg/
n綬白内..倹与による短期予防効操と β遮断寮綬口
内服役与の&悶有"'府民についτ倹2守した 匂)プロプ
ラノロール30mgl臼経口俊与により NMS$者'34弘
中"名(73%)に粗削有効性を"めた (31プロプラ

ノロ ル役与による予防効祭1'.ISP負荷を憂する

HUH実験栂盤側に。よ9有効性が高かった {・〉
HUT総厳でグロプラノロール笹口内服役与による魁

賜予防効a障を認めた"名の。平向21.6カ月聞の β遮

断撲による長"プ棺ロ アップで札失神の再発は 1

例同みであり，Z4 ~"'， 23 t. (96 %Jに紳嶋側節倹失怖
の掬催予防に有効であった

以上の威厳より，問符a基調節性失神の襲紛解側面践
として.head-up Ull 以蛾陪緩めて有川信方俗である，

と考えられた

s 文献
1) Luric KG and Uenditt D: Syncopc and th. 

autol1~首 e nerve system. J白 rdiollllSCF.lec/ro 
tl，悶'011m: 7 : ?ω766 
2) Mo川11CA. J.~ilch JW， Ye巳 R ， clal:A 肘acrb~

ω川削除d trial 01 inlr祖vcnous nnd nral 

d鈎 Ilyramid..，for pre酬同叫01Ilcurally '"ω"' 
ed syncope incluccd by head-u~ 山 J A.凸"
Cardiol 1993: 12: 1843-1848 
3) Moyo A. I'crmanyer-Miralda G. S泊grisla

s.凶ωaJ. ct al: Limitatiul1lI 01 head-up tilt tc刻
for e山"'山ecff回 cy01叩 Z川町

剛山nsin patie瑚 wilh叩 Vdllalsy同町

r伺 ult.s01 aωltrolled study by ctHcfrlne ve四'"

placebo. J A"， ColI C四110119由。 25: 65-69 
4) Abe H. Kobay的山 H.Nakashima Y. et al 

Effα:t of beta-adrenergi~ blockade on旬開d.

"醐rreacUon in p3Uen悩叫h..削除同町
""岬'"，A削 H<lf/rlJ 1994: 128: 911-918 
5) CoK MM. Perlman sA. Mayor MR. et al; Acutc 
and long-term bcta-adrcne噌 icbloxkade for 

"，"回tawit恥問。"隠ardiogenicsyncope. J Am 
凸 ItQ;nJiol 1'l95: 26 : 12旧 1298

的 A民 H，Kobayashi H， Nakashima Y. ct al 

I'lasma catechol~mines a川間dCycllc A恥IP

resPO~ du川IghC3d叩 tiltt回 inpatienta 

削 Ihneurocardio~伺 idva駒deprt!剖】syncope

PACE 1995: 18: 1419-1426 
7) Natale A， Newby KH. Dha[a A， et al; Res間口前

10 bcta blockers in剛 l山州h~町"

tliollenic synCOI)e; how 10 predict 恥ncfidal

eff，町民 JCardio附 cEleclrot邦iol1996: 1 
1154-1158 
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冠鍛縮性狭心症におゆる caronarytonusに対する

自律神経系と catecholamineの寄与

予守縦処・ 即凶栴・ 佐野純子・ 衡問術提子・

筒間長知・ 2手側芳樹・ 早川弘一・

拠却後心Eまにお付る 過性ぺJ筋虚血'"宇直飢の白梅
神経系の'"動には否定悠神鎚..あるいはOJ股..州縦糸

の急綾な綱大が関与すると報告されている川" しか

し，その銭円Fやその隙の続時変化についての解明が十
分伝されていない本研究では喫併問に出現ずる鍵'"

終もdEE縄作山税問の自悌樽針縫系の動綱を熊附すぺ〈イ
yスリ y負荷にて越ト ヌスの冗畠を齢みI ぞれが'"

現した際の体液倹凶子 刷行動鰍の能時変化とι判変

動刈捌緋析による心臓白徐伸鍾訴動の峰崎変化を解析

した

s 対象Sヲよぴ方謹
溜動脈迎æ を災服しえた，，~!実心経 19 例，~. ・8

60土8a，と対If.!US例{年削66:tSU!)の計24例を対

象とした前回よ')*ルタ ω~It~笈沼，記蝕告側

鮪し 当日の航自動悦帯血anを5湾省 5分毎に血
圧を測定した 中間績インスリン ~O. lIUfkl!静践

しl以雄2附 nぺ7ド上安紗臥aとし，血糊."滑K.
117コヲミンを保刷測史 I 101飽<納敏の0.5%以

同月館川'"ぬ例臼<<巾健作励通貨継111例は険外した

自仰例経系の肉離析はホルター心地闘より何られた R

I~ JII I脳変動'4' MEM訟により自分11}.1': I則 IYcr お併記!

tral de山内出，c'){-lJ<めた S3閉じの有a属。』より

目変化山mm:5T(+)"と非出現U:ST(-)僻に
分刻した さらに ST 変化， 111現の鍵~刈乎舎スデヲプ

ワイズ!lUs錫分併にてIiミめた

. .直果

II Si変仕出現例1:VA e事6例【32%1でその平
均出現時聞は柑走路分でるり，金側インスリン静注後

Il'l'嚇純大司，.，内制

内'"酬附闘刷珊本 l-l-~)

JO分以陽に出現した血舗の経附変化は VA勝、対関

静とむにインスリン静注彼JO分で級低値と伝り。 V̂
mの51'(+)静がJO分以降 ST(-)昨に比し引窓に低
価を示した(p<O.05)

"ノルZ ピホフリンの総時~化で肱! 対照併と"^ 
8MSTCー}仰が続時的に可変だったのに対し "̂ 
Z干の51'(+1"11インスリン僻律後30分に k併し，<O

分以降5'1'(-)群に比しJ'i恕K高値を示した1，<
0.05) 
3) VA BlO)ST(-)l字におEずる RRsO隔は漸減傾

向 ~>J'、したのに対し。 ST(+)U陪 . 30分に急般に短縮

した収納朗血圧の""変化では対配UJとV̂ '容と
むに経9守的に漸減附句を示し 5T変化の有無によっ

てもgW~旨かった

"尚徳神胸来の変動で(j副交感神経系"ffi岡左往
るHFは""よ段1，VA 1手に必いては51'(+)併が
インスリ〆静廷後60分まで掛川し以調回目関過但.示

しまのに対し ST(-)tW.45分まで'"附した後減少

しf占師日似した 実感神続系の術掃とされる LF/III

比《図 I1ト;~却に"いてU 女川俳1111':11)附に削減阪酬

を示し、 3C分以降仙の2Mに比し低い倒で鍛修した

"^昨では 5'1' 0- ) 郁が告r(-)r.1I l~l七し 01い仰で HI!

移しスものの 15分から'"分にかけて上排し.J下動
.総り返し生がら60分にピータ告形成した
5J忠動脈泡膨時アセチルコリンにで忍般船員秀知訴

般会副短絡しえたYdi¥l!狭む館"例こついて，冠修脳が訴

"されまアセチルコリン盆とイ yスリ y負荷訳聡にお

"る 5T変化UIIJlとの開価.検討すると 5TI+>1干の

6例(jアセヂルコリ:-20μR以下で'"をされた

悶抑制Ch\' ， ly の高~11.f例であった

6) ST変化'"'"に省与する附子Uノルエビネアリ

川崎...ド(p"，O.066)とLF/HFのJO分後胸囲加縮1，-

oω"が解析された
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られるが.本研究にS加した雌例は隠とんど窓動脈有

意後事 blf~< ，ー過性S1変化'"'"怯沼トーヌスの元
巡がもっとも場えられた 臨床的に楓飽きれたー通性

'T上#の聞のMぽ完全"""と依る程・鮒包比触する

とそのトー}I;I.:it:JlU:か匂9駒いものである&彼定さ

t弘る

本研究にて倶壁狭心6医院のST変化・咽2現した盆例
のアセナルヨリンの沼動隊内役与に"す&反応は傘"

20μg以下の低附却にて溜般館。'..，置されムスカリ

ン受容体を介する刺激に対レて1:1;hypersensitiveな

s勾総
本研究ではノルエピネフリンが附加した値倒にのみ

ST1l化が処られ，ST変化nUlt例賠償院の血行勧銀の

変化で生じた さらにノルエピ"リ rが対照"に比

し刷偵より鑑附的に高〈 早期."いて凶実S樽陸議
活動の冗泡"よVM反応性が.，唆された
本・"唱に"いて'"現した ST変化のH健闘について
U:， !It幽績に飽闘する低K血..，心筋鶴男持..型地大、

インスリンの"修作/11.冠トーJ宵スのJt過などが考え



状態になっていると弔えられた

本研究に"いては貨問，安僻臥床という条件で尖高

したがむ腿闘交錨抑続系の指僚である IIFは5T変

化削視に向"て次第に減少した ζの変動，~"闘はu

aのむ拍敵k併に伴う'"乙であると考えられた しか
し，この HFの変動 νベルは対附静，向νペルであ

り.忍民 脈硬化の進膜に何'¥> HFの'"叫『は減少する

こ色が報告されているがべ典型後む~においてその

極度ほnリ'"と考えられた

s結商
典型篠む援におりる 過を主嘩血発的飢早誌の周則性と

体液性図子I 血行政1I!l， uaa自t前例経系との関越低
およびインス ')ン負荷によるW;IfIIMに組関する
counlcr明l"¥IlalOryrespc廷である心蹴女8締綬系

の鶴訴による-，菌性心筋虚血録作を醜拠し.その際の

体様性図子血行動銀心臓自館神綬福助の峰崎変化

を解析した その縮製，鍋E直線心症にMいてUムス.

リy受容体を介する制女銀神経系刺激に易反応性を示

心臓 Vol，30 SUP円L3 (J 998) 111 

す桜例はノルエピゑフリ yがしからざる健仁比し絹儲

を示し さらに早朝間軽度の交憾神陵添削動 Jt迎I~'c 
a血発作>'IIUJ攻しやすいことが示された

s文献
))y曲。 H.Shimi~u M. Sugih.ara N， et al 

A踏出mentof aulonomic n~rvo凶 activlty by 

heart rale SpeCtral叫附則剛山 willJ

varj~nt a噌 na.;1m f{，仰rlJ 1鈎3:125:324
2l大繍佐治，大商符弘谷崎俊自民俗か換鍛狭心

底知作前の自繍神自活動白心健闘凶~3 : 13 刷6

3)武省春樹，村山正樽I 須陽二郎，ほか鋳型狭心

症白~~作におりる捌焚感神経系ト即 ，スの陸時

的般討 日本臨床生理学会u:199附 ro:485 

4) Haya閃 J.Sakakibara Y， Yllmad四 M，et nl 
加叩 magnitud~ o( heart山明tral
酬明岡山M聞 onaryartery di醐民国陀，.

tion 10 angiooral>hyical scverilyαr印刷ωn

1990: 81: 1217 
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安静時MIBG画像と運動負荷時血行動態の関係

A叶公宣夫・前原湘平・演板朗・大谷弘・玉川和発・鳳沢和彦・

後藤型炉"'''柵ニ・利回悶子・恨本修・丸山犠夫 佐藤線彦・・

'" I -Metaiodobenzylgu包nidine{J;.(下.MIBG)は安

感神鑑終宋の化学伝遺物質であるl1orepincphrine(以

下.NE)と鍛似の傷遣を有することから.生体内にB

M てNEと向織の動簡を有し.その集..幽僚は心臓交

.. 神経機能を非侵展的，客観的に野価する方法として

mいられている MI山は焚縁紳8米繊の NEの up'
lake およびstorage続絡を示すk考えられているが.

貌々は，本研究会において安例問MIBG醐自民後期自誌の

心縦隔比{以下.111M)が運動中のむ肢からの NE

overflowと相関することを錯告し，H/Mが心臓交峰
神錨イ yパルス治大時の NE分泌働総を予測し千件る

ことを報告してきた"そζで日1Mから推定される

湿~.事の心際交感樽縫来繍 NE分泌傷能と選動~"

反応との聞に関連があるのか否かにつe検討した

s対.，
a参節約カテーテル倹変で"行しa血性心疾息を除い
た慢性心1鼻息魁者 19例(男性 12例，女性?例}を対象

とした年舗は"，.から河鹿{平均年齢 52志12
til. NYHA 叫~..能分IU:t 1 ~貫 3 例， II If( 12 例， III L1t

4例であった.穏健侠患は砿号線箆心筋Ii14 e崎，僧同弁
鶴市'"例II例は PTMC後。 l例は鎚g互の僧帽lfI突
常信1，"血圧性，.銭息2例.*1Il脈弁閉鎖不全症1例

であった

s方法
筋動脈へSwan-Ganz;/J"，.ーテル，上続動脈から上

行大動脈へおテ テルを鮒入した後。呼気ガスモユタ

ー下位"位自・'"エルゴメーターを用いた能銀限界伎

多段階噺'"負荷鼠般を纏符した負宵.，は4分毎に 20

I個島県立問枯柑1附

【守縦訓0-129:0梅島附..  丘"
樹Q11t宅街民個細盟内拘

25Wずつ漸噌し，各ステージ包に組合併脈血中の乳

敵g.NE調度の測定と血液ガス分析を行ヲた 上行
大動脈正。脈動線底。右E軍配。混合併保血耐震粛飽和庇

を縦略的に測定し。負符附。各ステージ4分偲に"稀

釈擦により心倒出9置を務定した 連動負荷実縄問後i
週間以内に MmGの縄開取を行ヲた

s結集
自最大負荷時の負荷u 平絢で"主17wattsであり。
後高級調持続取盤 r~18.2 土 4.3 mllkg/min 

(1l .5~30.Uであった心係数は 3.5士1.0 から 1.0士

2.51/mln/m'，む袖t"1;l79:t18から 1"土問"，w
ffim.平険出動脈且;1;l108:;1;22から 118:t25mmHg，航

動脈模入圧は 15.4士1.3から31.$会13.1阿O1llg，右

V'lEElj 6.4全4.8fP，ら12.7土7.3mmllgへ色々有意な
上昇を'"めた最大負荷時"混合併脈血乳，1Ii:iUfI:， NE 
S震度はそれぞれ5.2mmaνf(2.8-7.8)，8.lp01oll 

01/(2.2-17，0)であった検問像の H/M11 O.9Sから

1.61(平均1."土O.J7)であり。安的時左京駆t担当幹
125-64 %.平均約，土12.4%)と有恕の正網開(r=

0.53. p<O.05)を認めた遡働測量との附係l:t， H/M 

は鰻高心鈎数と有意の正相関(r=0.61，p<O.05)t'r& 
めたが{図ll.~最高崎，係敏およびa最高順.熊取..との

聞には相聞を認めず。また。安併時および銀大角御崎

の NE.llとも網開."めなかった

s喝破
従来。慢性心不マ金忠者において.HJM 1:tJf(~fI に応

じて低下し。ヨ安併時友箪駆出率と柑関するととが報告

されている"本研究に"いても日九4と喫勝ゆき左室町民
也事との聞には租なa相測を認め む路交感伸陸線能
の降下が左室収縮性の低下と相伴って巡行してい〈可

縦性が示唆された また従来の鍬告別"と問機に緑
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圃1寝静~MmG蘭0・"'"織のv.Q燭比UI!aI)と
国間.高心繍倣の閣僚

高際禽後取.QI;ま安紗時左自民駆出制"の附に姻聞がな

し安静時の友~収納視艇と迦動樹容維との問には捌

速が認められなかった。本研究で院選動中の心収縮性

の変化についτは繍討しておらず.H/Mひいてほ心

腹焚翁神経N'分泌険雌と巡動中のω収崎健変化と
の閃係は午、切であるが H/M bl~直前心納散と有抵の

正相聞を"めたことより.少な〈 と""働中"心的反

応に闘しτは心臓交隠締結 NE分泌険{障会関与する

ものと考えられた β受容体のdOWfi陀lIulation1::溜

面白得心鈎反応が伺測するとのftU!i"(， ~ 1)"慢性ω不
全他省にお付る遂動負荷"の心伯反応興常は焚錫神n
情彼伝逮系の拠常が大"関与している可隠悠があ

る

む績 Vol.30 SUP刷 3 何99B) 1I3 

S錨箇
慢性心不全に."てはむ瞬交信仰級昼食憾の低下 β

受容体のdown-re刷 ali叫心筋不全が削h て進行

しτいくむのと催定される 今回の検制より，む線実

感陣経餓艇がヨ駆動負荷時の心術反応の つの規定因子

とαってお')，そtu:安併時MIBG画倫後悶除の 111
Mから恨定冒J舵なことが府唆された

5 文献
1/佐敏稚g，信か溜動負荷的交強神経社k宇佐化の動
怒と刊.] -MIsG安併時画像心/縦隊比の窓義
"嚇印刷 28{sup凶5): 81-81 

2) Me叶etP.etal:P問'"凶拭cvalue of cardi蹴

m"・;odob制zyJgllanidin~ imaging ;0 palienls 

wilh h創 刊 fa!1ure.J N"cl Med 1992: 33: ~1l -

'" 3) rr街、ciosa ]A， el al: Lack 01 cor陪lation
岡山exerc'iieC柳 city同 inde陣。f，倒

ing left 時前ricularperfonnance in heart fnil. 

ure. Am J白rdiol1981 : 47 : 33-39 
4) lIigginlJothall1 MB， el al凪 enninants01 vari. 

ablc exercise performance amo略 P削除川swilh 

severe left ventricular dysfl凶clio札 AmjUI 

d白fl9陥3: 51 (l) : 52-60 
5) White M， et 81: Rol~ of加山叩問

"町 downregulalion in Ihe同 kexerc世
間帯)Ollsein j>lItients wilh hearl failu陀 d，巴"
idiop叫 cdilaled cardi脚卯pathy.Am J c， 
d;oll99S; 76: 127H276 



川崎 Vol.30岬町"醐}

運動誘発性心筋虚血時の心臓自律神経活性の検討

阿柵II建彦・柳谷直樹・ 小ヰ本政雄・ 三iiD f¥1J' 

心臓安婦神経肱心筋慮血時の繍党伝通や反射位"慮

活性の光造に側与する" .(.，筋雌血後に"その脱神級

が生じ ζれら虚胤盤および8脅威仰位などの自開争』艦
隊曹は嫡党間値の上昇からa眠症観性心筋温白血の宛生復
序となる可能性がある削臨床的に I~ú拍変動スペク

トル分析が心臓実母および副交..神似指動を反映司

る剖が。辺働負荷時のc.-ll白徐悌経活動に関しては充
分に検討されていない

本研究で1;1.， ~駐血性心疾息例を対畿にトレッドミル

運動負荷鉱腕を行い選動誘発性心筋.. 血時の鈎繍の

有無ゃ心筋梗~~の時期，"血行'"重傷などが心服白
惨神経活動に及ぽす膨嘗を倹討すぺ〈 鎗常例との比

後.安L 心m変動"ワ スペタトル彬'"法による研
列.行った

s 研究方溢~よぴ対.
線"1停に 2川崎澗畑氏狭心症藁の休業後， Holter心

噂肝を袋網し"隣限界性のトνマドミルヨ量動負荷獄"
をUruCE法にて随行，毘録したテープよりa医大エント
ロピー法を用い心拍変動スペクトル分析を行コた * 
められたスペクトルは，交脇，側交滞神経問活動を表

す0.04Hzから0，15HzをIQWfrequcncy(LF)阻市交

峰神縫柄動を裂す0.15IIzから 0.401izまでをhil!h

frcQ同 ncy(H問。 O.O(llhから 4.(l0Ibの全対ワス

ペタトルをtOlalpawer(TP)とした む偽注目防スペク

トルの解析は，負ro附の~'"仰即時。負荷役 3 分， 6 

分， 10分後の計4時点について分析した

対象は悶測錦鑑例で内駅は鎗傭鉾"名'"也12

4当，女性16名。平均年創54.4士8.5O;λ 心筋艇獲の

既往がない選動負荷陽性の虚血鮮29名{男性22名，女

。校側大帽学棚2内“
【，.010飴組依也市本道 l-l-ll

性"色，平崎年・IHl.Z土'.0雄1，急性心筋使樹君字'"'白
{男性16名，女性2名平鈎年・1/159.9士10.6鰻〉隙

111快心筋縦模RJ20名{別性 17名。女性"弘.平均年的

63.H:1O.8織}であヲた
まホ 辺動負荷陽性の沼瞬弘司眠篠必例10名で冠動脈鉱

傾削後にトレッドミルA.Ms唱の納変動スベタトル定化
を比綬検討した

s錨豪
相国第の概t主が"'ト νッFミル時に心筋虚血を生じ
た辞のゆで，胸繍を伴った有症候性例で..m動負荷続
71分後にはl.F.IIFとも負荷前に比し瑚加した{闘

H ーア'j，s艦艇役"では，剣m彼のLF11'1加M有佳
候性例に比し飽貨で， IIFは有怠に低下して脊箆傷性

例こ比して省意に~錐を示した 糖尿網合併盤解拡有綾

候性例20%1_二対し.集値観性例11%と有恕に自衛蜘喰
であった その他虚血阿鮮明に患者背景や運動負荷

時の負何処や血行動aに疲は鶴め舎かった
急性河心筋般観酔においては 剣術終73分後のLF

は虚血険性例で低下したが有催候性側および無症候

危機血例と(， ml~lした陥悶性根趨"では有催候性例，

鰍盆候性例とも LFm加"急性心筋恨務静に比し減凶

し。絢記熊催候tl，習で顕著で負何鋳73分後で1>宥症

候性例，.隆血陰色例に比し制窓の自底値を示した(図21 
各野聞に1>，続尿病を含め息物情崇や巡回防負荷時の賄

側に遂を認めなかった}

冠動脈紋袈術例 10名の検討では，忍侠司密度の改脅

(95.6主1.1% vs6崎O土4.1%， p<0.05)に伴ぃ，運動
負荷時聞の健民(6.0::l:3.2分 vS8.4::1:2.1分， ，< 

0.05) とト νッドミル時の働大 ST 下院~Iま減少した

{O.12士0.02'nV vsO.03士0.01mV. p<O凶】 この

際，術前にみら仇た喰血時のLF.HFの有為な嶋加，

術後に肱消失した{図31
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心筋梗議併で陪忽ttWl!;t心筋成血符胸繍の有無にか
かわらず。 UI，!-IJIでみた心臓自得抑縫稲位l主駅間化

したが，際旧性到闘にU低下し白"に無1，[似性I!IRI例で

U交A&wr量前動は釧制された M>!.'!役~件"の制撤凡

越とその後の腕州斜カ則うする了Tft鹿併がある
刻U!lII1滞姥悦心筋園陸自附ωLFおよび 111'の駒川"磁

排便..血鵬l制する有盆偶像a血例と照信候蝕a血侃
常鮮との比舷

s 宅捜
.館総件，!I.似例では負荷後の LF.HFが減絢してい

kζ とより 虚血健作初診のも骨最安感 醐交感神闘の眠

術化が抑制されている!:~えりれる 制尿病位制n"
lli<合的た自白神 I~後飽附也が鼎位候性心筋成血発!lc

"ー凶左示唆される

図 1
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-也心筋慢・....旧色ゐ島領...にお"る有<<織性.... 例..盆候性虚血例I;.t;U.血臓也測の組閣箇 2

縄に有m'考えられる

s 文・a
1) Mini剖AJ.ct 111; Activation of cardiac symp四
thetic affcrcnts durinll C。刷naryoccl叩'"

動脈鉱強術後に納失した ..血に伴う交感。副交鯵紳

縦活性のフ"..虚血の改普に伴ぃ消失したことが示唆

された

以よから心鈎変動スペクトル解析は。心筋血血"の

自愉怜段反応を観世に反験し，心線白線伸唱...~の杷
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川 n5of R-R and arterial pr出げ"emc印刷醐

d"志 AmJ PlI)倒iQ{1990:2S8:H9指7-976

図s

Cir.ιu/II/i(m 1991 : 84 : 357-367 
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'0。ωngbrief ischemia. Ci1'Cllla仰"19出"
(SU!lpU : 1-6泊
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薬物負荷による

圧受容体感受性の評価とその問題点

血行動態および縛継体遺性因子との関係

垂見敏明・山円盤・中村真湖・山悶興一・

鈴木啓之 谷川両i・中野組・

心不全では動脈経受容体感受性(BRS)が低下して

いることが知られているが n心寄金の制度色町RS

の棚迎についての繍告は少ない今回。拠物によ9
BRSの併価を行い。心不全の進関越線で.BRSの在室

血行動矧，体言葉性問予とどのよう信関係が祢在ヲるか

について検討したまた，機物による BRS*f簡の問趨

点についても検討した

5 方埠
対~"心鱒カテーテル検査を施行した .1 例{列性

30例，女性M例 平均“土9.6餓}で，内訳陪正常1

例。労作住銀む催s例高血圧性心提起忠3例，娘目性
心筋機織3旧例.鉱2提m心筋岨， 1例I 僧制問弁明鍛不全能
1例である カテ先マノメ日夕ーによるお泊底 左む

庄測定後に俗旅篠血金行い.血中心開性ナトリウム利

尿ベプナド(AN円、tdJ<11麟性ナbリウム利尿ペプチド

(BNI')血中ノルエピネプリン{NF.)i1l1貨を測定した
d足並m膨絡了後。カテ先マノメ タ ζ よる大動脈定
刻版"量行いながら，品トログリセリ y 【NTG)0.5町唱

を大脂綿脈 よ り bolu附 sbol し心健闘 RJ~ PQ痛と大動

脈収鎗削圧のプロットを行い，その勾問を鉱山し BRS

Kした勾配{防民511;1以トに示すA.B， Cの3方法に

より求めた A11di大動脈収納期匡 RR附輔曲線の磁

線部分<勾配(急性1.B法は NTG役与附と NTG役

与後<拍数釘よぴ血圧反応安定畿の2点聞の勾配(到

急性1，C践は NTG役与附と NTGt!!'与2-3分後の

2 .誌聞の勾配匂teadystalelをそれぞれ求めた(11i!1)

s 結果
(J)薬物負荷による 8RS評価法としては， prn.nyl • 

. 盟大開明.，内"
間"酬柿叩鍋，.，刈

附rine等をmいて血圧上昇防に BRS~評価する報告
が多い"“今問。 NTG急..紋与により大圏内市足立Eを低

下させ.1lIミSを附艇で比般的組"'聞に求める方法を施

行した NTG '"注直後の急速な火動脈医IA。刊下降

時において。 R-R間隔と Aol'の関係で.R=0.80以ょ

の直線図仰が符ら九たの I~ 4 J例11136例であった

(21 3方法による 8RSの比鮫 今回検討した血圧

低下による 31i'lt;で I~ ， A法と B誌とグバ羽にある極度

の納閣を認めたものの.A tt;とc法。 B訣と C滋のそ
"ぞれの比般では BRSの他に迎いがみられた(園
21 

(31 311訟により求めた BRSt.各パラメーター
との関係 A訟によりnlUした BRSは，加雌丸心係
紘省当畠峨敏朗医11ミ=0.32，UA2. 0.2則&の聞に倒闘

が"められた sNI'(R=O.J6)との間には有意な相聞

は認められ伝かった念九 BNI'が向闘を示すものは.

UR5が低下している傾向にあヮた B離により算出し

たBRS比 2民主収縮JVjl.E.-@納出係歎(R=0.39，
0.361との聞に鰻皮の相開。屯Zめられたその他.加飾台

収鮒末期容量係数。む舗数〈股=0.21.。お.0.431との

相関もみられた "'裂により算出した 8RSとLVEF

BNJ>(R=0.24， 0.241との聞には有意な相聞は認めら

れなか ったが， LVEFが低飽信ものは 8RSも低下，

BNPが高値訟ものは， BRSも低下附向にあった C法

より算出した包民S1;1，加齢。平均訓動脈圧，肺血管.. 

銑<R=O.37，0.43. O.W との聞に経度の相関が啄めち

れた

5鮪m
J)大動脈医を低下させて 8RSを求めた 31ji)}.で

は。その随に進いが生じた動脈度低下によるnRSの
評価に関してl主 今後賀に倹酎が必要である k考えら

れた。
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2)これむのが法による l胤S11，友'"島飽，神縦体

桜色凶予とは.砂j勺か伝相則."吟ず，むしろ加泊。

左輩収餓鰍ぽ 平時効動銀庄，心係数.-回他出係微

に関係ずるように考えられた

s 文献。HirョiChAT， DZllu VJ and Crea!jerれ，fC;BarQr 
~"胞 r function in conl/;estive heart failure 

eff，刷。川……andr暗剛.，
m民 ularr倒 Slance.CirculllJiIll/ 1987; 7S(制"，
rv) : IV :¥6-48 

山川 Gi01l0S. 1Ii，， "c~ M. <;1 111; ~川hctic

副 ivation叫加。fref1ex syn>pathetic con 
Irol in mild co喝倒ivehcart raHu陀 Circullllio1l

1995: 92: 3206-3211 

3) Mark ED. Michael [.S and Toru K: E由同lllt

"叩叫IItrialand cardiopulmon町 barore

nex <;onlr，川町tlatienerv，" activity in 

附加tswith heart fai1ure. J "m CQII白rdiol
1996:t1:3凶8-364

4) Oavid WF. WlIliam 18. Paul JR. et al: EHeclS 

。t柚 rtfailure on barurenex叩 rol01 sympa 
thetic neuml ~<;Ijvlty. 11m J Ca凶./同胞
69 : 5n-5:1l 
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-シンポyウふ『循環鍾負荷鋼緩における各種自律縛縫梅能際価法の省用性と限界」

総合側2・

前原(院長} あと 30分陪ど総合N;舗の時間がご ざ

い掌す まずはじめに各倹ヨ筆談岬Z霊視k問題
点ということで，先生方にお訴しいただきま

して，時聞が併せば併..，益法と病息との関連。

憐性心不全ぞれから心筋..凪伸佳調節往

失仰というふうに討...泊めていきたいと思

います

さっそ〈ですが野師先生!インスリン負"訣

ということですけれども.これは血圧をあま

り袋化させないどζろか少し下がっているの

ですね それからノル忌ピネフ')ンも舟作の

紐倉会かヲた人で..上がってこない V5Aを
悌発されたという ζとは 交錯綿級が稀性化

されたというよとなのでしょう"れども。 ν

.7タ を介するS操作でわかっていることu
あるのでしょうか

蕎踊 今自イ yスリンを川いた層陶はI いままで拠

型狭心症で .2を介しま ".釘Uとい，こと
が盛んにいわねており l ー万4ンスリン...

νセプタ を介して否定楊神鈍掃を術憎しま
す 従来川いられているグルコースイン"リ

ンタランプ1t!!， 愉々に否定感伸経系を."に

a E-Jt溜させますが白館々に注入し志すとか

えって β を仰齢.ぜる可俄蝕むあるので~

a肢に ai' slin'l.Ilal;onしたいという考えでイ

yスリ yだ"でh"側'"加.iai'1lt脅しまし
た岡崎にイ νλ リy応'"るνセプタが

ゆ似にあ令たり インスリ>.筋議めるい凶

顕動脈へ注入するとか会9女綴神峰系が元過
するということが維告さねてお，.す その

ニつの作附&ナトリウム*飛イ方ンポンプに

よって血管運動神縦割院がi:iIIして従来ほ収繍

つ.り血庄が.tがるように働〈のですが イ

ンスリシによ9筋細胞の伝かに血流が取り込

まれて干鯨骨絡筋の血泌が峨え$ず そのぬ

に，，"飢が働いて。従来"山fUI，ょがるとこ

座長前原和平{繍島県立隠科大学筑 1内刷}

'j嚇赦鎗{歓聞大学鰐2内科)

ろが逆に下がって，sRSが作動し，実感伸純

，院がJt泡切るのでは信いかと考えられます

その際."に忍血視震が減るために sRSが
作動し，冠動脈内皮陽書が存在する症例にS遣

いては ..ωspasmが起倉るのでは生いかと

いうのが阜の考え方です

"，.，座長} 先生の方法ですと。イ〆スり "q)直後

作用のみ生らず低血械でやめた方bおられ
るようです合に低血織による交慮神鑑緊張も

却陳されていると‘、うことですか

習時廊 そのと幻りだと思います

前原{盛長〉 心廊以外に何かlまeの臓=で繍討され
ているこ色はあるでしょうか

実雌私の知る限りでは，脳外"領媛で インスリ

yで倒"拠をみる.怖に阪"腎の".酬。あ

るい，，~のど午かに SlenOSi~ があったり，あ

るいは陣曹があった場合にその分布をみるー

っ".負何万訟として鋒則されています 餅環

器額蟻では島近あまり行8つれてい宅まいのです

が。絡に，;nsulintoleranceあるいI!senJIit;v" 

ityの陣脅があるよう伝喝舎に陣。適応があれ

ば繍鑑慨にffっτもいいので陪従いかと私自
身M考えておりaす

"""館長} そうしますと先生の方訟".血管女趨

，.経奴訴訟みたい電話ものですi)1，!1かに'"''

樽... ，話法として巡附できるとか! こんなこ

とに使えるのでは批いかというM勾えはあり

棄すか

ヨ毎'今凪典型侠，，~を対象ヒしたので"'"i.l 1 拠

型挟む径に娘らず，ある緯度のh.""
W印刷aに耐えられるのであれば，費過の虚
血性心療息。陳1自性心筋極霧，あるいは普通

の~作健機心鑑でも+分透応できるのでほ必

いか特に労作の陪うに関しても怠ども砿何

例かやっているのですが。 coronarylonU$が

it返するばか9ではな〈て，か伝り double



'" 心姐 Vol.JO SUPPL.3 (19胞団}

"00ぽ tが上がって!そ句りのほう から ST

変化が生じる催例bありますので，組動隊也
のある伎例伝どに適応があると考えてい.

す

."，，，箆処} そ"でIl.MIBGのほうに移らせてい
ただきます MTnGIJポピ.ラ-，訟のでい

皐さら改めて適応というζとb信いと思いま
すが.小銃先生..の窓様と，先制質問にご

ざいました washoutrateそのへん告駕ぬて

何かございましたらM断し〈犯さい

小紙 MIBGはむ鼠の受陽神経慢脆4をみていると
いう ζとで働住む有企の附簡との別組um
嬰だと思います 媛告により.すと心不全思

(，で'j，.'fI)叫巳心臓からの NEti凶Ullvcrが附

大しているという ことはいわ"てい.すがi

M.IJGがゐ腿での変緩仰銭米舗での取。込

み会主に反映しているということに命ります

l:. spi1lovcrが噌大しているということは
ωm，.慣がかなり綱大している kいうこと
位なり .すので。結局ζのζとは MIBGの

washout同胞に反映されて〈ると考えます

そうしますと 11M比が低い例は実聞は貌々

の敏禽でも 師向川'""は向いということ

で，臨床的なMI~tJ:.り傘すと，我々の教室の

成厳ですが.，山側t向"が高い例ほ予後が

感い左いう成績も'"ています また.今回の

我々の検制では washoutratcと甥動負荷の

各銅線との関係怯給開。悩ませんでした

削照{鹿2を} それでは次に開館先生，遁動負荷回復
釧の心'"変動の解続ですが。連動食梅中の解

析隠すでに令されτいるわりです砂れども
定需主食閣でない，ザ〆プリ y グ時間が'"秒と

いうゐ摘変動的解紛に同制限がある左思い傘

す 回復期に限ヲてで8斎院ですが."現住"
いかがでしtうか

筒音. ，ともと定書館状...検討しょラという方法で

すから，こういう連動負筒に使った場合には

い〈つかの間圏点が幽て〈ると思います た

だ急速な心納の回復が膝わヲたということで

測定して ζのよう信鰯娠が幽ます ただ

実開問題色してグラフにお示ししたよ ラにば

らつ魯ほかなりるります 全体としてみると

こういうふうな有志農陥出ますWれども。か

なヲぱらつI!IU~ると思います M""生とい
いますか近、唱を期に2回ゃった症例...そ礼

服ど多〈省いのですがI か.りのところで近

いので陪タいかと.00ています

前開{飽持) unHt.先!tの JJ &I は M 限切 U"'~ の

変化に4ν他変動8関係しているということで

したが Z働時κほ非常に像気S置が噂えるわ
りで。巡動負荷'1'(/)隣併という ζとに測して
ご"見ござい傘すか

制陣野持 剣術中というのほやってい伝いbのです治

ら.先ほど先生が示されたよう'，.呼敏だ"

の問姻ではないbのb入りAるんでいるだろう

と思いますが，そ"についてはちょゥtよ〈

わかヲません いまの定官指紋魁で伝いとニろ

でニういう解析をする糊台に...々は今や勺

ているのですが 』η'<':Aとかそういう'"

〈らいの聞の綱渡散防析を追跡するのは。瞬

間スベタトル解析。ヴ五プνット附析をやれ

ばで.ます 先生が示されたよう虻 ~"..， 
に低附波鋼域が大"。るというのは.ウz

プν.，トでやはり同じように旬院していまし
て.こういう羽a院はヒトで届ζるのだ伝と思
いま した

前...盛長} ウェプレフト解析ですか

麻野鉾 "い 1鮒 1納の周波歓を追跡できるので，

ぞれ.やればbっとはっ.')データがわかる

ので肱住いかと思い.す こういう現段が起

こラているのだなというの 1$，fI..ど bも

I'TĈ  (/) 1: eに組徹しτ幻りaす
削."，範筏} 次に，，~春休反射です 匡5隆容体反省す

の慰安伎が心不全で~'I'しているという ζ と

は従来いわれているbけですが。 m見先生，
ζの倹釜4ーした"に。慢包心不全のm.甘さ
んではζういう情紺が師られて 納僚はこう

すればいいというよう伝サジ£スチョ yがご

ざいますか

..見 .皐う.示しした"バt.から求めた URSと

左ヨi!1I~慮、F.F 布 lまあまり梱関関係がありま

せんでした 犀袋容体反射を求める今回の'li

白色に関しては個々の問凶があると思います

呼吸はだいたい』分間 12tUI銅像にしたので

すがそれ以舛にか伝り invasiveな検獲であ

ったというこ と.心臓庄受容体反射の関与を

少伝〈するために 上作人動脈にιトログリ

セリ'.綬与したりt.，だまだ倹討の必慶
Uあると~われ怠す そのため今何回ヂータ

t.! 11で陥慢性心不全の息輔さんをどのように

"叫雌すIt.U'よいかは0'りし択 ζと陥曾え伝
いと思い皐す また~~負仰によヲて出たァ

ータでI 予後があま')ilIi容されてい伝いよう
な'"するものですから 予後の問責む含め



てl 今後の倹討が仰たれるところです

nmu雌民}畑茂9t!t.(，∞t plate support援と .. φ ".釦pPOrt訟と遭うということでしたが。
fωt plateのほうは神経羽町性失神の鼠うに

いいのでは盆いかというこ，.，最後にお鉱し

に会ってい息した Saddleのほう陪どんな也

肉に使ったらいいと"考えですか

加E建設々が普段いちばん説臼したいの"

barorene~ の甑リ施をみたいということでやっ

てい.， いま幽保澗にIH∞Iplate b11iと
んどcommonになっていると思います会凡

"RSを僻値するうえではどちらがいいのか

日 普段級々がBRS評価すると容に 7L
ニνフり〆とか姦物負荷左同時に。ネックサ
クシ，ンあるい1:LBNPという.術訟を用

いていますが。 clinic叫にはJ.BNrネッタ宅

タ>，ンをなか仕か持ち込"ζ とがで書信

いいちばんルーティンにでaる倫査として
head-uゅtillで BRSをよりit:rilに刻れ信い
かということで邸 dd l~ 桜に注目しているわ

"です

午前中も BRSの併価で定義のヂ4スカフシ
OYがあったと思い2ます ーっにはニトロプ

ルシッドとフzニνフりンで這うので"ない

かというご想見もあると思い.すがi 続々は

ホヲクサタシ曾ンでやヲてい.すとI 尽のか

付る速度加趨，.も倒備しているし 動脈圧

の度化むどζのνペレで夜化しているかとい
うことで。心納の碇化が違うという絢笹があ

るのでは住いかと考えてい.す そういうも

のを含めていちばんル ティンにできる

head-up tilt で barorelle~ を静舗できればk

考えて鋤捜しました

nDlH随終】 S.，ddlcのtill依駿"だいたい下学身
II!HEfI初飢"と同じ緑川以ゴと考えてよろしい
ですか

加茂近いbのであると唱えており傘すでも，

LUNI' 11完全に縦ている状況でできるとい

うこと また head-upliltの喝舎に憾。よ半

島の緊裂がございますので，多少なり tむ抗

Jli:1J!窃が働〈という迎いは多少.るとJIjいま

す ただ鎖似して同じ反ιをみているのでu
伝いかと邸ラてい車場

前原{桜侭} 先制舗""1，のほうで正常人の倫脳性
が67%と111ていました J.sNPでもそれ〈
らい畝 ぬ制使継がiおるのでし Aうか

加茂 !司じ角度の同じ紳水圧でやtLl;f'"ちる~.¥!!，ぃ

も晦 ¥101.30 SUP凡 3 09噛) 123 

ます

前順位指長} 鮮野弁先生のご研究に移りたいと思い

ます府野弁先生はゆら.の解釈ょの/UJ~誌

といい事すかlim削佃nと命しますれそう

いうことに関して総括し〈だきいました呼

般の修慢が非常に大きいということですが

先生のζ研究で""脅さんが.... 的にランダ

ムにしてい事すから，そのζとによる修暢怯

ありますでしょうか

麻"弁今までのゆら.の研究のと容にメトロノ

ムで呼吸をー定にしろというのがよ〈ありま

して， .最初陣非常に鑑銑を感じZました とい

うのは先生がおっしゃいますように， ....し

rやると呼吸がつらく借り皐す それで綬々
は自燃の呼吸で級初パワ スペクトルをkっ

てい志した げれどもこういうよう住闘的か

ら怠蔵させてや句ざるをえ会いということ

で.ずいぶんいろいろな飼滋舷でやりました

たとえば 1抄で吸って陛いてということから

ず令とやヲてみたのですが。患者にそのあと

'0[どうだ-:>1.: ? Jと聞いて， r今《らいの
呼吸が事〈ない様だった』と 平均の呼吸

倣が"幽ぐらいになりますこれ舎やる自に

rいぶん線習@させて ?警告聞いてずっとで
忽るよう信伏想にしてからやってい皐すか

ら。窓人隠自舞閣には変化はあまり伝い焚

婿神経の柄酬とパースかのあれもー紺にみて

い，すりれどL.'lti轟の呼吸c，これ.やワ
ているからといって特別光避して〈るとかい

うこ送1;1;1.> 1) .tせん。

n~(~続長〉 草食。 MSNA~v拍の変化が 180 ~貿

反・乏しているという ζとで，交感神叫の関与

がほとんど偉いというお穏だヮたのですが

アトロピンをやれば心拍散と MSNAという

のはほとんど向慨して〈るものですか

訓陣野井 MSNA ~ω"'" ですか ぞれFまやってα

いからbかりません。

前1M【隆俊} ひとと"りお話しいただき卑したの

で。慢性心不全と白線神館活動ということに

Z誌を滋めさせていただきたいk思い，ず ま
ず'J恨先生のお話ですが。後性心不全は安併
時にはむ腺からのノルエピネプリyのs凶
loverが非常に多いという ζとはほとんどコ

ンセyザスが得られているわりですが。 Z駆動
したとeにはUしろ spillover11健常人に比
ぺて低いという鰍告dうなされていると思いg

r これは小伝先生"デ タとどういうふう
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h二刷保していますか

小松先訟がSヨヲしeるとおりでむ不全息鳴の安
飾時の心臓からのNEのspil10vcrは槽大し

ています砂れども，溜動中の心臓の NE.凶

loverの相大の観僚は。慢性心ヰ金'"障が健

常警よりも"いということは砲かにいわれて

いまして 災臓に段々の倹併でも問機の鮪提

だと思い彦す

前田賢{座長} 合2設するlIi緋だったということです
ぬ

"吟， "‘、"..【E佐役) ~IDP，'の慢性心不全にお付る側統的な
交錯神綬活動性の花道というのはいtl!によ

( J!Ukilll)からないわ"ですが， ーつにu
baroreceptorの場安住が低下していること

が原届だといbれていますお そのことに附

して量見先企，いかがでしょうか .."容体

反射の慮受性が低 Fすると狗.."な実母伸銀

活動の上昇を来たすという ζとが忽はどう b
理解で舎おいところがあるのです と酬しま

すのは，慢伎心不企と纏常人とよ畠うところで

スタ トしている1)11ですね慢性む不全で

拍手事衝にノルエピネアリンが..いとか変化

分.みれば@受性が低いといえるのかbしれ
，せんが そのととがそもそも高いζととど

ういうふうに関係するのかという ζとがよ〈

わから令いのですが。その点に測していかが

でしょうか‘" いろいろ令ファタターーが関与していて， ..， 
砕しいζとはよ〈わかりません

"1M'腫畏】 どなたかいかがでしょうか
鹿野井先観のa見先生の鹿反射の測?1'の閑聞と
も関係あると思うのですが.こ仇は閤舗の先

生方も前か令官ヲて..れたように.匡反射

というのは血E の変化のスピードがすご〈大

きいように患います .. 貨の心臓移値の適応

になるような"睡で白PVCがー宛入って血圧
がちょっと下がればバーストはわっk蜘るわ

"です で"徐々に自圧がよがヲてい〈と

か下がって〈る分に"あまり変化がないとい

うことで，本当に圧反射は低下しているのだ

ろうかと思わせるぐらい.i! ¥ 1血圧変動に対
して凶圧反・fl;lIt答するというこ左で，やは
り変化のスピードがE反射測定にe・する
ぞうすると先祖先生が示されたように，ニト

ログリセ'):.-をやヲて'" 血圧が，.わって

いるときに測ればそ仇なりにいいかもしれ旨

い自ずれどむ，~携に生ると怠た巡ってし愈う

という ζと怯ト分組こりうるのではないかと

いう ζとで，測定援には血圧変化のスピーF

というものがずいぶん彫嘗ずるので臥ないか

と思います

そうなヲて〈ると医反射と進う嬰凶が伺かな

いだろうかと考えて。"々が怖に興味をbヲ

てそちらのほうに危ろうとしている明白は，

何か中心血被震の噌加と安徳怖鰻。 rcelinQ

問 M叩 eと交感神経という bの"鉱山懐健
，り bずっ&関係があるtいわれてい，す
し y，ニングスらのグループも断からのノ

ルエピ.フリン叩iIIoverl:関係しているの

は。"しろ I'AfEだというよう敬ことを百っ
ていますし，前う ゥ血&かそういう問屈が~

"すので，"に例かあるのでほないかとい

うこtで そちらのほうに少し関心をもって

います

前向原(艦長j 引倉健いて勝田井先生に.伺いします

が，先砲のご研究".術者をmいて仰が広が
った"に'(11レス均出るということに借りま

すね そうすると鮪の仲嘱受棺a舗というのM
紛の舛側か何かわかりませんが Hering

Breuer反射みたい仕ものがるるというこ 2ヒ

でしょうか心不全になりaすと，"しろ広
がりに<<省るということですが。その仲腐

受容俸というの俗間賞とか血管とかそういう

ところに存在すると考えられるのでしょう

.' 鹿野斧腕胞とかにあるのだろうと継いますが，部
位は弘bよ(bb' 'Jません腕が伸びるとk
kよラて愛媛神級を仰制している それが伸

びに<<なれZ当繍仰制が繕ちる

nlJ(也実》 むしろ仲ぴに<<なるから抑制きれな
いとお考えですか

梅野井はいω仰制され"い予備ス ライドに

MSNA t'1IIl制しているスライドがあります

ので，よろし"九ぽ見ていただきたいと思い

ます.，IM【盤侵} どうぞ砲して〈ださい
麻野井例えばチ£ーンス トークス呼吸で呼吸がP
し止まっていると交場仰経がわ っと克進し

て〈る これが心不全の受.. 神経のJ花道k関
係がめって.CI'APをや"ぱ。それによって
変厳神鰻を仰倒できるかという臨む幽てきて

いて。何か換気とか 腕には腕僻目院のス

トレッチνセプターがあヲて""阿Ihetic



'"附1reHe誌で静脈が伸偏されれ間交煽神経
が光通し。島怖が伸H砲されれば安婦神般が抑制
さ礼る 心司会でるれぽ，町飾腺が仲良して

交感神経が刺a障されて飾があまり仲腿し危〈
て雪之銀神経が抑制で"旨いという状況がおこ

っているVltですね ですからそういうこと

も安感樽縦のべースラインを上げているのか

もしれません

【スライド}とれはMSNAと呼吸です均九下
へ下がって磁気で息を吸ってい《状障からら

ょうどあの上に牡〈状波に修ります その移

行期いちばん腕が必らんでいるのはζ こら

へんに信ります そして下向9に伝令ていま

すので。下向きに後視すれば磁気白呼気そ

うするといちばん腕が彪らんでいるところで

交婿伸嵯が仰制きれる つ怠りいちばん腕が

膨らんだとこるで閥期的に交縮神筏が仰制さ

れているお"で'

{スライ ド》ここで呼吸が止皐りますと I 交甥

神絡が抑制されない そのときに血正をみて

いただ含ますと血圧は上がっていゥてい.

す 血圧がよがっていっても仰制されずにい

る つまりこの焚感綿絡を仰制しているのほ

岬献であって。血圧が....却しているζとで憾

ないということで。飾の仲良がいかに受燃側

経の仰舗に."露であるかということを示して

いる闘では信いかと思います

前.."霊長} どうもありがとうござい$した

附附がだいぶ迫つでまいりましたが，心筋a
!!nO)J:l訟で終わりにしたいと思います 斉雌
先:'t1J:VSAの tril:l:erを調べようとしてお
られるわ"ですね先ほどご舟淡のご研究か

ら考えますと 例えばノルエピホフリン...

注しても同じ"昧になると考えてbよいので
しaうかt

ヨ野. Triggcrという ζとに附しては 文献的佐野

載をしますと。交辱神髄罰百あるいは側交感仰

鋸績を凡"させても必ず起.るということで

"なさそうだと思っております というのは

ホルター心健闘で"時間の HRVを解析し

む臓 Vω.30 SUPPL.3 (998) 125 

てi その途中で点とえば潟複早納に発作が

め勺て，その前後で解柄'ると，亮作吻出m
n耐と同じよう伝心伯変動会発作の住い附間帯
に出現して〈るわ"です さらに心給波動か

ら得られた交感神経.副交婦神経系の動自書だ

"ではIriggerとはなり仰ない制合t.trig 
，~となり得る吻合がある むっと別のファ

タターが加わって そのときに劇祭舗あるい

は愛感の動織が変化して発作が組8るので"

ないかと考えており$す

前."度炎} 阿保先生信労作性侠心雌で心内規下虚

~が起きた状M慢の後の回復期を測っておられ

ます 従来，賞。限銑.."ですと安婦神経住の

aff~rent が噌える. しかし心内関下成血でM

mえないという"訴があったと思いますが
ζの点に聞して憎いかがですか

， .. ，例えばテームズらのグループの実蹴では班m
affererltをみているのではな〈て 腎臓交感

待径を re11exでみて"りまして貨霊位では
完封臨するけれどむ心内膜下の虚血ではあまり

完過し伝いというようなタータだったと思い

ます ただ実際に館内腕側にb愛媛樽峰の7

7イパの勝来はあります先程"示しし急

したがl あれは外腹側から制調院ですが，それ

がメカAカル信制Il:t INliIO個性のプラジキン
とかアデノシンとかの反応で興留する'J縄住
があると思い虫ず実際に内線側だけに分服

して例えば制撤したり被省皆殺与したりするの

11_，しいのですが，実際に以そういう反応が

あるのではないかと}~~>:t:す

前回'"却を} どうもありがとうございました それ

で隠これでa1&aを終bらせていただきます

近年，心機応に附する自給紳鎚系のm..慌が
別総..されまして S様々タ研究が進んでいる
わ"ですが. .，うは6人の先生引にその侃
先胤のご研究をと.. 介いただきました 切れ

らの倹脊訟がますます売拠し巴術館I 治僚

に結びっくように析りまして本闘のシyポジ

クムを終わりたいと思います

どうもるりヵgとうございました
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左室肥大を有する症例の陽性負荷心電図について

111m憲司郎・ 7守様俊弘・小村智・大沼.，宙・

謄木署在来・ ωロ不ニ夫 "，a..略・

s 目的
左~肥大H'する症例では有r.1!''''冠動膿換*が信〈
t l>， fl“心地闘U陥位に伝りやすいとされτいる
a々...負荷心電闘が陽性でb.省意信鍾'め3眠S集積を
訂する"と有きない"とでは，回復刷STti円割ecOllrse 

のpattemが持量ると報告してi!'t.:"本研究でU，t主
筆肥大や安併問心電闘で5T-T変化など会初ずる催

例においても問機であるかを明らかにすることを闘的

とした

， 1;" 
":"~院制限 g障の既往がな<. Unにe法TreadmillJ負荷

{回復期立低また"坐位}心電箇崎性{水平型また1;1:"f 
肉傾斜E胆低下 0.1mV以上。 .t肉鰍創俊低下O.15mV
以上)の偽陽性43例と，忽動脈"膨にて 15%以上の有

愈銚当初{在冠動脈主"傭1$50 %以よ，.脅する虚血
I O~ 例..それぞれ安"時~電闘正常の N'" 左富肥

大などを制する H鮮とに分類し負荷中Mよぴ幽復捌

の5T{j60)変化会比敏験射した H群l;t， L$T-T夜

化。隊問笹山筋使容疑いむど.，配備高電位笈.3左

賞肥大"3習室"とした また 以上の心電図所見が伝
〈とも。制自民諺断から左~肥大治則らか信自民ゆ婚は“併

に含めた 闘m捌の51'time courseは， Marquctte tJ: 
t:! (;ASE 11により自動記録.れる TRENDH修略的
に'""に分類"隠IV'，V， U.dp， W'， W) tll血混と
した'"図け このTREND(時間 ST低下度幽線?か

ら 悶償問に ST低下腹が初めて O.lmV;f1漏になる

までの時間企5T低下符院時間(L)， $T低下度が録後

に0.1mVであったまでの防聞を 5T低下持続時間

'2l左した各鮮で。回復期2j'時の5T低F度が虚血

千束文字関学..，内側

内閣附 千耐『中醐師 同 "

N群1))nlcan-SD!t以上である蝶例の綱合を*めた
仇前中"よぴ開催期同l分ごとの心的放と 51闘般か

勺Im-l:>f]OO~ 合作成した統計学的横'.11$ ト繍定ま

たは"検定にて行い.p<O.OIをも ヲて有.t.!?!.とし

た

， ... 
@惜 1 )~i\iJゅ，吉本ぴF憎"の ST変化はぬ脳性，
M陸自とも.N tH: J( IIH:の聞に，.，の項目について有
望聖堂が信かヲた<2J51低下m定時間川と幽復期2分
時の 5T 低ド~は H"どうしの比較で盆がなし""
どうしの沈"で偽糊色と..血との聞に術怠..を総め

た ③ N郡どうし.H野どうしの比鮫とも IIR-ST
，.，，，と STt;me c刷『録。'"湖性に虚血罰則S少伝〈。

虚血に雌血抱が多か勺た。

S 考後

『遡動負荷ぺ"官図の傑激化に関する安員会J1995 Jt'. 
柑告で...負701，[，旬開偽絹性例の5T変化の絢微kし
て.般大I!IliilJ.'tの5T下院の大ささや彩よ，.負荷僻了
後の5T下向の剛"遇制に将除がみられたと様鈴して
いる掌た。元山 ら"1;1.， tr.詣肥大による負術的 5T低

下と労作狭心健の負荷時ST低下の鑑別には r5T闘
機時聞が2分以内か硲かJ，.優れていると鎗告してい
る 本研究b問織の鱒旨であり!負荷心電図陽性側を
冠働鵬有."拠調"の有繍によ P分観すると。 同場開の鑑

別に115T幽復附僚の倹討が優れて幻り.その際，左準

肥大の存筏や~飾崎心電留にお砂る ST-T変化など

の有無"犬舎伝~・.与えないと唱え られた 5T回
復.o..に定般的に評価するには ある回復時聞に必
"る 51低下度を計測する方扶"と.5T低下符鶴間聞
を肘測する方法がるるが，両方とむ偽踊性と虚血とで

舗がオ匂】バーラ ップする例が多{.判.，~の設定が凶
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d町 escendogr加。 diO・ndpleteau 9げ。，" re-depr・S叩"叫

ωs耐

• wvkWF判

• ~ 005 .. " 

①"同 N @type OP (ji)lype w 

② 何回 V ⑦type dp @"帥 w'
③ 何回 V ⑪"田 W

@type V 

⑤type U 

図 1 自Ttlme ..mn同 palLN凶 (ST TRENf) pall.rn) 

袋 1

倫附悦 属鹿

N酢，2<例}

年齢【健} M主6 叫

.険女性 13/ll n.' 
自両崎働大心的世(bl"") '"土" ".. 
最大STO下度{刑判 0.20士日." 日

H融商拍車(mVJ 0.24宜0ω "'弘
心拍陛補正v.V/bpmJ 2.18:t0.75 白書

附心t白中肢予で測5T縮大隠下師;と@帥l刷揃V63 
時(63%】 n.l. 

ST眠下1.'鹿町問，(( "土" "' 百官民干問臨時Ilij{ZI 11.士，ro ". 自m'憎2分師ST低下:l:0.0.> 303%) ".. 
，((十ST ル-~時計[，~ti: '"兇} "本

TItF.N[I:虚血，. Z(~~刷 n包

.)> < ß.Ol楠脳性 N~， "p<O附偽醐((n

織でゐったその】闘として。 ST刷復パタ ンが鍋な

る〈髄~出現時間幻よび符絞時間の"なる ST利低下

の有'1反省ど)ことが考えられた そζで， HR-STlooゆ
や$1'til11c coursc paucrnを川いた定性的険副会行

うと，冠動脈侠句"の有無による ST函憎の紹過がより

砂踏になった窓側究に"ーする IIU-STloopの訟断m
n 従来の細告別より低いが l分ごとの心伯."
$') 低下~からぬ".作成したことと I 阻縦'"に立位

あるいU到隆盛金保たぜたこと"が膨甥.与えている胃1
f雌性がめり 今後より制配信措測点をIHい また体

((僻"宮倒} N昨{刊倒} H群m開}
制士" 61:t7. M "土，.. 

1217 48/22 ，.. M 

'"主" '"士，.. ".， 12~士"・ 守

0.20:t0.07 O. 18主E肝 M 。同士。帥

。問主O.10 。20:t0.01 札払 0.16:t0.07 
2.22:t0.回 3.31主1.42・ n.1. 3哩E士2.13・
引.，克F 制 (87~民ド M 甜4副首，.・

~宜" .110:t105・ ，. ".士"'
".士t刷 '"宜'" H払 ，..土"昌8(42%) 剖 173%ド 同a 24(15%J 

l(~'克} 4目(69出ド 師礼 23113%ドー
.，自克} 55(79%ド ".5 2百'"'拡γ・

位を衰え t 検討む行いたい，~えでいる

， "獄
"山掴閣僚町郎斉鱗俊弘 4ゆ本智ほか負荷タ
リワム心筋"，:'--1-所見と負荷心電凶所見の対比

む健闘 1弥6:16:62-61

21元山綿織。村山定例。武者脅側.ほか左草肥大
に制する躍動剣間ST下院の特徴叫J旬醐 l捌

9:97-)03 

"鴎ぬ U:， 削a:Hn平前'"フI'，'Jjfほか~.防 ，~1切



'" む阻 Vol.30 SUPPL.3 (19'錦)

心電図に."る心.11'l~-ST偏他関係の解析按と

その臨依的市mtt日本医.fifl!1989: 3418: 27 

" 。G.νrielidesS. Kaski JζT，崎。u山sD.etal
""ほ"・onof ST自宅mentdepression・flerexer 

cise-i，由cedmy帥 rdialisch削 ais influ町 d

b，恥d，卵笹川onduri噂 recoverybul nol by 

type of excrci也 A."Ifeo吋J1991: 121 : 1665 
1610 
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虚血性心臓病の 1231一MlBG集積低下の意義

相聞盤側・ 吉国奥子・紙本鯛・ 樹早箇・

伎凶英二・ 菊池俊夫・ 村右昭彦・ 今泉勉・

， 1町震と目的
Nor(>pine凶rin(>(NF.:lIi交感神経餅米シナプスに
叫刷kc-]にて取り込ま，叫、胞勾に貯僻される交@神

経.激により開口分泌Kてシナプス外に総出され。大

節分ほjljぴνナプスに取。込まねる '''I-MIsG 

(melaiod図""旬l!¥Ianid川 eHi受容体に"合し伝也、も

のの NEと間保の動艇をとると考えられてU?，交感
神経.. 飽安静附しうる級射線問他党索である

虚血色心@趣仰で"ι"I-MIBG心筋シンチグ>7，
ー隊"吋lClより.."を鋭敏に検出すると報告されて
いるがii，ー方低心憐舵例でも目簡単に鍋鎗が見ら，もる

ことが械告されている"

今回ほ虚血性心磁的の溜動脈a失明慌峰.の'"I 
M1sGIfr見を 2・'Tに1爾見と比敏し雌血.反映した所

見がωられるか舗討した

S 剣.と"畑農
対象"..血性ω調節荷"例〈男倹"例，女性2<例1'1'

'J年ω59 . ~土8.2 (31、m雄
続也の内訳ほQMI26飢 ωn-QMl2例，労作性検

む附"例延.. を縮性総む銅!111例。処り a)1(} S向"巡動
向何で51"低下'"したが対動脈泌M院でぜf:ttt央市もU
・卵白，認められない。いわゆる $yn.llro"，，(>Xである

原納言担版安muに '" 1一MIBG(以下MlsGI 111 
M"" .級飾腺的に般与し.自伝*エルゴメータにて
能麟磁界性a盟国防負荷銭胞を随行，""7I分前に E・'T1CI
{以下TJ)IllMBqを投与した T"殴与10分後と・
時問後にシングルヘッドガンマカメラにて'"舗同同

181i SP刊ECT樋悔を行った
中附，附盛側盟下般の4慣械をS日a島CT組組織

久傭朱大手量平自・"'内針
(，. &l(l.刷 11 1><.榊刷町叩

にて 心尖..を盛班長側断胸像にて僻"削減について

御覚的に"正稲)-4 (線総輸}患でのs段階にスコア
化した渥動負荷像で2以上のスコア.示し，.時J明

後~越経像でも不援の b のを T' では，.. 事前enl

defect(I'I))， MlsGではdefect運動負荷像が2以上

で， .. 誕倶でB段院以上改善ずるものを Tl:trllnsient 

d，ωt(TD)， MII3G 仙Hn，1険附以上宵懸するbの

をTI:reversed ddecl. MIBG: wastulUl，週動負荷

~遅延像を通じスコアが..たは l のものは正常と

した

li冠動脈前下行枝t左中関，前鍵，<ン尖附!在国艇伎

は側壁泊費民動脈"下壁.構閣制緩とし，各領峰毎の

シンチグラム戸時見.険討した

， ... 
15%以上の有意冠動脈倹句"のある鉱例の侠喰の貨

統鍬域で陥いずれの領域でbMIBGがdefect告示す

民g冊目t敏がT'より多いが，拠常所見.す会わち T'
の 1'0 と TO の合計と MU泌の defcl と"'山 ~"l の
合計がほとんど変わら伝いのに対し "M下健 司」
~/lIIで陪向噺に MIllG が鳩..示した(閃"

有"棟割の伝い組側で"各領域1:(， .1"1に1tし

MJIlGのdefe屯tが多い傾勾は図1と""場であるが，鋼

需所見の比伎で眼中嗣，附耳障では MIsGの方がむしろ
典需が少佐<.側壁I 下段， ~尖簡では MIBG異常が

非常に高司憶に見られた{図21

MIsG 1: Tl椀見の一致申告見ると，15%以上の布

窓辺動脈侠噌のある徒例では T'の典鱗所見飯援は犠
ね101113(;でも"官官所見金量し，MII3Gの正倫領域では

TI'幌ね京税であった〈褒" これに対し， MII3Gが

奥倫であってら側般ではT'の興常を示すものli.11.5

%に過.ず。下録。心尖怖でItTlが"需であってb

MIsG b定常であるものはそれぞれ0%，27.8%と盛
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別刷， "叩 n 咽目別叩司叩
s・削 S山 l 制 .ri.， Mt.，;"， Lo..，副 L・1.，.1 Inr，同 10"'';0< A~.I 柚 ・J

E阿川tentdef，刷。，，'・feCI

里丘盟旦旦阜担tO' fiI主主
園trdn山"'白foclo. w..h叫
口附同l

園 116 '6以ょの険常領.に6ft{，TIとMIIIUHiJt.の~般

" 
" 

s 

o 
羽叩 n 叩別叩"州DG TI 叩

"向"酬同町制山岡崎'"叫""印刷"的帥d 抽 d

.pe"山内t仙 ct0. dof.供・"w....d帥"~倒的 胸岡崎1・nld.山町叩川
口nonn~1

国 2有.. 奥布のない鍋婦に釘ItdnとMIUGl'Ii見の比綬

めで低いー激務であうた

4発明のない盛例で眼中飢前墜に.いて引が拠採

であるものの内MIsGも舞常を示すもの隠それぞれ
31.':' %. 12.;. %と極めて低..であった

， ，号機

千百傘検噌のある釧織での検討では 従来線働されて

いるように"TIより MIBGの方が虚血を俊敏に続出

した "に心:l1flllt附下行校の米楠鮪犠であり 虚血

を星しやすい部位と考えられるが，有意S鳥取のない鋼
械の倹針ではe川札前抵で，.，はMII双;より向車に拠

常を1M，側壁，下盛.心尖衡lでMJlJGが衡めて高率
に興常所見を"した これは従来線告されている餓常

者でのMIsG所見の不均ー色"の範幽金大魯〈迎晩

しており。 a値血怯"鰭衝の非虚血締似の自得樽慢の励
閣を反映した所見と考えられた 0..ら"はイ，の"
u縛緩節切除モデルで左右の交@神緩の心路支配銅蟻
.刻ドした 示きれているシyチグラムでむ尖僚は後腹
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ft I MIIICl ~縄県と引所見'ト寸肱・

M/Sτ8lG，忠R則術 fMT1l田，繍島常 MmmGpEm R JMTll回;E需配需

中尉
制。% 81.5% ~.O% 制3完

37.S% 却ρ% 83.3'‘ 75.0% 
前銀
79.2% 76.0司 W.O% 73. 7% 

12.5% 20.0% 

“"‘ 
52.6% 

衡問民
1帥.0% 37.5% “.S% 1帥.0%

。岨% 制" 自曲 。鬼

l師自% 71.3% 0.0% 
づf.

B同.0% 3U% 31.3箔 E凶"'出

心尖
92.3% 日‘E鬼 21."克 1伺町部

1帥.0% 12.5% 41.6% 判0%

平幼
帥.， 同... 56.2% 槌2%
53.8% 25.9% 副 ..  回 ..  

U 崎市U15%以よ州憎制仰の僻l岬酬唱のU 輔の4
m院を却慢す.Mllu; ~略常 defect !l'~ It wa凶out.TI欠欄 pera，前例制出.
山間山 d~lect

管支配する1援の皐状神髄簡の領域に含まれてUり。よ
配の制見を 元的に脱明するにはヒトでbイ，と問樹齢

信仰段支配であると問時に..~による白梅的信神経終

末の関手持というよりも虚血による心優絡の微紗な佐化

に.. ー する心般の交感神経の反応"を反映した所見，~

えるζ とが妥当と邸われた

a文献
"佐雌ヨ皇子，伽雌随 村困脅ほか虚血性心

Z健息にお付 O"'1一MIRGSIンチグヲ，.の有m性
2・叶1α心筋シンチグラムとの比厳検討ー 篠
原学 1990:27: 821-831 

2)窓2電所治杉原梓樹i 芥上孝。ほか健常轡の
心筋に幻"る川 1-MIBGの分布左動僚につい
て篠医学"回:lO:1359-13町

3) Oae MW， O'Con曙 nJW， Ilutvinick EH， e¥ 81 

S也、tigraphicA錨出耐nl01 R噌 ooalCardiac 

AdrenCt)l1c I山首crvatゆ札αYClllolJ"olt1錦9:19 
634-6H 

.)小綿努枇百漸猟納喰健一，ほか低心峨俄

厳血伎の省主息.よぴ舷頭型心筋'"の'"1 -M(也G

初期心筋m~離と心筋クリアランスの検討-tð匝
慢能kの醐麹について 似隆司r:1994: 31 : 1111 

-H鈎
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虚血性心疾串における心拍変動

TILTによる検討

木村綾B・倉岡千弘・・ 三上 ".. 正岡 鍵・・ 大綱双ー・ 山信号昇・・

心納変動スペクトルの高周2度成分山町ほ副交峨抑
仏像周醸成分U.F)は安感尚昆の網与が示慢されてい

るしかし.LF においては自繍樽...介するæ..!3~

反射が関与して勾り。反射の低下している心不全患者

では4崎旋働blS.縛鰻系の細細と伝ら住い冒''''色b
文献上示唆きれている 他の心後@でも圧受容体反射

の低下が微@きれていることから，む疾患にお砂る低

m.度成分の...老舗射する必援が.ると考えられ
T1LT前後に."る，心引白血圧の両方の変動スペタト

ル解析を行いI 虚血性心疾u容に."る自民刷政成分
の'"穫を険制した

S 対象・方主主
心不念や心.健".下のない (EF>~O%)狭心飽.."
m名.対象に鉱織を行った IS名が 1-'綾術震で，
"誌が3敏術変であ。た 患者は安静仰臥位で.，.反
およびb・E図を麹a礎的に昆..し.その後ω"のTILT
u..行い，問織に速飽胞...行った呼吸悶訟は0.25

H，に調節した陶""トノメトリー援により測定し

佃母の記録.よぴ解析陪シグナルプoセッサー

DP 1200 A(NEじ三割拠}を使湖し.スペクトルの解併に

U高遠フーリ'11:繍をmいた低則被成分 l..t"1$0錨
11，から0.15H~ 商用途成分 HFI#O.15Hz から 0.'

11，とし.その聞のtotal power ~>I<めた ".凶，，，

fuoclion俗.織する 5つのdala髭羽gment(2~}間}の

平鈎から求め，ヨヒーνンス 0.5以上を有志色し.

Gai刊の平均.求め，便受容体反射の指欄とした

s ・・.
R良川tervalli同騰とも TILTによって滅少した

採録医縄大震・...

"闘.，肉"
川 H問問帽町酬

がω阿"'閣に"有11径を認め.かった RRi川~.1 の
LFU， 1....2伎耐震で11TIL Tにより土葬がみられ

るが. J敏痢度では低下した 収0""血圧は闘僻とb
TH .. Tによる変化1;t1!1'.>信かったが. ~.菌，，，.，，の

LFはTILTにより，附.."有窓に上界した しか

しそのパワーはTILT前後で.1-2技術11:より b

3般病変で低い傾向にあヲた血aから RRi~時erval

への Galn の変化陪 ， ~RH色 TILT によゆ低下した 1 
-2綾絢..では 11.5から 6.Jへ。J!実例..では 12.3

から'.8へ勉下し，その低下の問度はJ!定例変でより
大きかった{図21

， ~鎗
3伎病変の息"では TILTによる交感縛経S司自降下
で.心街変動のLF.lt低下した 3tr"，~患者では

TILT後のtranaferfunc刷"の低下が大倉<.TILT 

1・
" 

• • 
• 
御伽

関. 

• 
h山 _w 日 mw

，.，叩 ヨ叩

簡 11-2横綱変...で1:RR Intunlの低周趣4911.
TILTによりbずかに刷加したが 3観'何度息省で
U. (:しろ.. 干した



山川

" 
1・

• 

.例制合

• h例・・ 抑制 ".w 
H .，，，.1 3刷幽'

図， T.・ωrerrun“''"・"11，・s・によラて得られf 血
匡史動から RRinlervalの変動、4)GBin 1;1.， iJiIW 
ともTILTによ'JI濫γしたが!その祖lIl:3敏術変
書揮で大@か?t

む腺 Vol.30 SUPPL.3 (1998) 113 

時の匡受容体反射の低下がとの現象に関与している b

のと推薦された

8文献
1) Ah~ MW， et al: Effecl of pllysiologic and 

pharmaωloglc adrenerglc stimulation on h陪..，
rate variabi川ty.)ACC1994: 24(4): 1082.1090 

2) Bernardi L. et 81: lAlw-f瑚向山町

f1uctuations of R-R interval am! blood pr白 sure

m con館山humans:a baror叩 oror central 

ph飢ド.m.明。n?Clin;ol Science 1994: 8'1(6) 

“9-65~ 
31 L馴mbadri F， et al: Linear and non1inear 

dynamics of heart rate variability after aCule 

m，侃釘diallnfa附 ionwith norm.! &nd rω“おd

left vcntriculsT ej岡剛t.副 ioo.Am J白rdiol
2侠硲 77(15) 同地3-128a
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局所骨格筋定常運動時の

クレアチン燐酸動聞に関する検討

大将光興・ 米悔ー也・仲間掌ー・花阻"拍子・

用谷術郎・北側 顕・ 副a~1量・・

旬殴金比，不全魁者では，駒形週動にi防いでクνアチy
錫僧や鏑抱附 ，11 が低下しやすいζ と か..~されてい

る M"げらは定常温動鱒71金回復鯛に釘付るタνア
チン網醜動舗の時'!I設が骨mlPiff娘婿代町飽の術"で
あるこ tH健齢的に示して"り円また。心不全"者と
舗術者ではこの防定散に有窓疫が旬められることも敏

告されている"しかし陶所定官官運動施行中のタνア

チン線般動腸の時定伎に関する鰍告は少佐<.その窓

filH分には般討されていない
以前にft".l.l磁気持喝スペクトロスヨピ-("P

MRS)t-mいた...で，下腿燭所温働応行時の骨鎗筋
代術院が，全身連衡に"吋..高順調医療取.，相側ず

ることを紺eきしている"この鮪黒陥，全身選動剛容維
が梨納骨格筋代捌健によヲても網定されている冒J拠色
を示慢するものであるi

今風彼々"心不念継者において，局所定常現臨調

鈎から定調""自に至るまでのタレアチン....動館に注

目し。その時定."宮 el<ercise)の当官絡を検討した ま

た.T el<e閃闘をmいて刷所骨格筋運動と金.，駆動問
削係について"質的を行ヲた

s 対..と方漉
針象は平均年・e54.7企7‘騰の慢性心不金血者 11
人(J旬色9λ。女位2人)， NYHA 11度8人 11I!r3人
であった

<Dttt"梅街所，.. 防総行鱒uよぴ週E助終了後回復員開岡
クνアチン..'"働飢 @金色白血自伝..エルゴメーター施
行鱒の..機銃取動感厄綱ずる検討を行ヲた

①は 5 分間同右足悦I~n儲~哨遺働組行中鎚よぴ

岡辺動鰐了直後から白後期s分間において吋・-MRS

.北側週内"111"帽嗣・"̂"

..冊酬閉山"細川

tt.""I'*・-劇作.吋ー

.附いて訓犯した 翁足関節降局定常"動...予め各

盤側"に随行した足畑鯖6脱却眠m負荷民験に"いて縄
行可能であヲた縄最大負筒飲の 10%に伺当す.，，~で，

t分間こ ..聞の狐度で行ヲえ:タνアチン鏑"..繍

捌化して 1スCr/(l'Cr+P;)とした また，定官信組動施行

中5分聞のタνアチン鍵..，初日割の附丸1倣.. ，克巳r

"総濁動脈了直後からの回復期5分間にお"るタ ν

アチy倹微動簡の的経殺を '"程。vcryと定義した r 

ex~r( ，se と す r低""'"の相聞に関しても倹M<仔ヲ
た

<l>!長他自毎週依エルゴメ タ による".. 週・'A何鉱
"11$， 3分間同 warl1lU~彦叩の後に E 分周 J5 W ずつ

a澗憶を柵周回する ramp負荷を鑑候限界性で緒行し.
.のR績に呼鈍ガス分続携によりa捜索省略取粛を測定 ま
たdVO.ldWork，Rllte 金*めた 金身溜固めとヨ収納骨
倫防代醐艇の関係舎検討する目的でi 金身辺動に."

る飽舗前利川状怨の術僚としてdVO.ldWorkRate 

..馬断酒動にお吋る骨機筋の有岡奥様代捌適艇の""駆

として Tcxerc慨を附いてその相聞を網ぺた

6・.. 匹
右足関節底嗣..動"'寄付る Tel<ercise は76.9:1:

25.3紗 宮 間ゆvery1: 56仕 12.5抄で."図1l.

側帯の聞にはr""O. 85， p <0 .01の有2孝信組問."めた
〈園町

坐也白・幻想エルゴメ タ 施行中に測定した平絢a最
高a健婦筏取"1$22.6企4.6rnll1</I"/m;n平陶傷気性代
制附随1115.6:1:3.5mflkg/min， dVO，!dWork Rale 

陥'.3主1.8mllm;"，八vだった ~位自伝*エルゴメ

ーター施行輔のdVO.ldWorkRateと，刷所骨物筋
濁働..行時の T el<e問 l騰との附にIJ:r=O.73. p= 

0.01の有"な側聞をS認めた{図3)
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すでに Meyerら"によっで局所骨格筋有機鍬代謝

胞の抱様であることが緩告されているす Y氏。veryt. 
今闘の倹射の対象とした T exerCIgeが有窓に側関す

ることから。.，.exerClseが局所骨絡筋"僧家代劇能の

駅たな鮪僚となり得ると考えられた

以附に~々は下届問所迎動における細胞内 pll と

全身運動応お防る録商機嫌断取a障が似関することを示
し 羽".骨格筋代謝飽が金身組動樹容備金繰定するー

附子で.る可舵伎を示している。今回の筋縄院でほ刷所

運動に省"るτ'"問国が全身a駆動にお"る tJVO.1
tJWork Rateと網腿告示したことから崎町骨繍筋有

般事代謝髭が全身遡動にj-H'る取締個略取動厳に彫・.
及ぼすと考えられた すなわち白球械骨格筋νぺルで
別mされた"'*盆が。心I!i'.#絡を通して取り払傘
れる際司Rの侵取適度を総定している可飽食が示唆され
た

S鎗m
Il "同rCi健棺骨俗筋有a拠調時代創飽の抱僚に伝り

'l.' . ¥101.3巾 5U'礼 3'"掬}'" 

• 
τ問問
S刷念'"鰍

醐 ω ". 間 醐 抽

n...(.<<) 

.叫叫W附 b"

n，… 
" 
省 • 
‘ • 4・ω 

園s

• 

" 

，.ωA ，..刷

tω.却'“
T exerdse (舵3

栂ると考えられた"骨絡拐の風来初期適度".al:Q 
~動での IJVO，IiJ Work Rateに膨・を及ぼすと考え
られた

a 
】}

~ .. 
Meyer RA: A linear m刷。fm¥lscle respira 

lion explain刊陶凶。"阿ncntialplwsl>hocreal;ne 

ChBng偲 AmJ PlIYSiol 1998:お..: C 54IH~.1 

2) Ma叩 niDM. Walter G. Re'ehek N. ct 拘自

Conuibul胎n01 skeletal mu副 catrophy 10.，，，，，，( 

蝋 intolcrnnce剛山吋W岨 lemetaboli開

in lleart fai1u陀 Cirrnla/I<lII1992: 85 : Iお，-
1幻3

31 Nishijima H， Yonezawa K 曲 ItaK. e淀川
Anaerobic 山間Iholddu川崎 uprightblcyde 

exercise is relaled 10 calf. but 101M forearm 

musde剛"，'酬JJJCQrt印刷閉5:2 
abstr/lct no.図
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低容量アトロピン負荷の

心臓副交感神経に及ぽす影響

ヨ野村良男・ 後藤灘・高木神・・ 修町勝・・

。拍の'"変動吻スペタトル幌管?により心臓自繍神

経活動の附的状態を知ることができる 心不会では岡

実母紳鍾聡司障が減損し.間的に交・階屋緊書院が光泊し

て‘・る"

アトロピyはその鎗与量によって心納散に及ぽす膨

・が異なる すなわち.大軍に役与する邑副交舗神銀

を遮断し綴脈をきたす逆に少"では健民にする".. 

低容昆でのζの徐農作mの.，撃はゆ網単位に捌交@縛陸
e制調障するためと縫験されている・叫 心不全血宥で
はこの徐脈..mが陳書き九てS凶り，制実.. 樽経の中制民
色の制御・a憶の..慣が予測される帥このように~穆

"のアトロビンa投与の制後.. 嘗により心調閣安e神経
の・動的状朗闘をうかがえる可能性がある

本研究の8的"心錨".脳同省舗を附いて，低uアb
ロビン負荷が実聞に繊交橿神緩.調献しているか苔か

を険制することである加えて，心不全母4聞に""る，
劇変緩樽舗の刷政晴答の足緑化を鼠みるこkである

S対a
..""の腿状ゃ心不全信状が安定化した"例{例性

21例女性2例.平陶匁.52企1011)である 19例"

急性心筋使お約1カ月経過した旭者. 1例U虚血綾心

筋向車. 7例'"広袈聖心筋使であ。た 心不全のau
により NYHA11事19例， NYHA 11-11111110例の2

"に分銅した 年齢.IW磁仰や高血疋の合併訓障は側瞬
間で2去を認めなかヲた。，B-blockerや ĈE限瞥綱同

風間 I~ 2 T附で警を"めず.ジギタリスの111mI~ 
NYHA 1I-1II1Jの方が多か合た

間町山一肉恥師

"陶 111M...，・...
，.，尉鵬酬岬帥 S-7-l)

s方途
E 低容"アトロピy投与と心電関"峨

3; 00から 5:00pmの問巳。鵠鳩い稲盛で安... ，.抗

位で心電図を連続E蝕した 心電簡を以下の4つの伏

舗で』制"でサンプリングし， AC tI:橡後パーソナ

ル 3ンピ.-タ に保存した【<l自発呼吸下3分"'.

(2) 10回f分のa・節呼吸下3分問。 (ll自縄呼吸下で低
容"ァ '0ピン俊与後6分間{後半の3分聞を解析し

た)，wひ.. 書いての"回/分の調節呼犠下3分間
低容"ア '0 ピ~1;t 3μE 同を飾脈内役与した
2. <<f:YJ.アト oピ，&与伎のむ納歓の峰崎的変化
アトロビン役与倹'"砂.の3循より爺時心循倣.

".した このうらの最小心拍歓を俊与制ゆ鈎歓で除

して。この比を..とした ..はー般に 1以下の継

をとるが，症例に存り低容"にもかかわらず心，.・kが
斯婚することがあり!ニの織合は娩与後

90.120.150.180砂後のそれぞれの眠時。鰍敏の平均

を役与附心納訟で槍して ζの比を..とした

3 心術変動の捌栂

防問領域および胸虚像飯繊の"ro変動の術慣をそれ
ぞれ v側ずつ計算した 時間慨械の御棚".殉呼般の

3分間の紀録よ"十院した 隣り合う正常心舗が50

町陽“以ょの心拍の倒歓を全体の正常NNItで除した

値をpNN50(%)とした尚昆.. ・...の1Ø1J 1~調節呼

吸の3分間の砲陣ょP計算した NN間隔を FFT法
により属政微分析し，調節呼吸散に相当する O.l67Ht

のパワーーの平方御を rPSC'''(m閣~/H~"') とした

4 統計

各数臨"平均値主SDでg隠した。アト oピン皇陵与附
の異なる NnlA 間ゆ各御帳 I~unpalred-t t副を用
いた アトロビン俊与による各抱様の変化lI'l;ltwo 

."'閣時ated-me/l仰向.， ANOVA t-RJいた。
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凶 l心場自監レペルの度化a:(Rm)と割安峰神S獲得欄のR:lUl(4pNN舗 4.I'$D勺と
の関係

HR (beats/min) Rm 

80目

60f'-'P 

↓11.11 p"'O.0002 

n l 

'0 
1 

20 

。
対照 アトロピン

0.9 

0.8 

I 1
 
1
 
1
 ."アト Dt:' :.-6:41:.t '(0.(，剛山岡町包

~悶 It NYItI、，酔(11とNVIIA1[ - lI lþ ( II - III ) にJJlH.値段~醐((<1m)

tヒ投与後(atrQP;ne)の心的殴νペルmR)の.化告示す布聞は丙"での
‘Al'Irt:νペルの度化'"仰向ゅの側通告示す

s 鎗果
1 アトロピン役与によ るむ銅像νベルの変化'"
"附}とむ給習"防衛舗の"化lI(pNNω，
rl'SO川}との関係

Rm怯.dpNNSO(r:;-O.49.p<O.Oりやd，P円50・
(.=-0.68. p<O.OO])とS誌の納閤."めた{図，】
2 心不全脇佳a仰のγトロピ，，，与による心納敏
νペルの変化

アトロピン俊与前では NYHA1 仰とNYHAII ~ 

'"瞬間で心拍般の釜...めなかヲた。アトロピ，，，与

によ!lNYHA 1"で怯む他""有怠に減少したが，

NYHA 1I-1Jl隣でM有窓な変化を.. めなかヮたその

箱""，NVIIA 1"のRmはO健主0.44で.NYHA 11 
~ 111'ネQ)Rm 11. 0.99主0.0・でboた{箇2)
a心叶ド全盛盤"'"のアトロピン"与による附交感神
経術僚の夜市
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pNN50 (%) 
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図 3

..rSD凹 (msec/Hzll!)
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。
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対照 アトロピン

，依与附kontlt IR与
rI'50"'(右図}の変化を示す

pNN 50 Itアトロピy役与附で1*NYHA 1 11と
NYHA I1-1Il鶴岡でむ銅散の愛会認めなかったアト

ロぜン役与により NYHA1醇で俗増加したが，
NYHA 1l-111鮮では度化しなかった rPSD'"陪アト
ロビン'"予防から NYHAI併で粛舗で。ア トロピy

"与によ 1)NYHA 1 ff.でより櫛加し."権問の穫は
大8なものとなったt園3)

s考鱒
1. ，陣容震アトロピン段与による徐脈の，.'"

心拍変動より傍られる鮒帽のうち，NN関崎

市50仙はむ臓捌実感神鰻活性.. 慢すと考えられてい

るさらに， Katono"やHIIYllno"らはpNN50が交感

伸縫遮断に膨・."げないζとを示している そζで

低容量アトロピ'.量与による徐B震の極度(Rm)が
pNNSOやrPSD刷<倒閣したζと陥低容縁アトロピ

Jが交感樽鰻.遮断するのではな〈副交感抑緩金制自慢

したものと考えられる

2 副日程繍縛慢の刺厳 防省の術"としてのRm
心拍，.飴より得られる心臓副交感得経活性の各.. 猪

恨のうち，周..監分続より得られる0.15から0.41lz
の高周畿成分隊符に心.. 劇変慮"径橋健.袋すとされ

るが1副交..神陵活動の静的状....提すと考えられる

-l旬。ヲ皐ユν7リンによるー過骸血圧上昇に対する

心鈎教の減少反応C!E受容体反tt: BRS)は副交..神

民活動の動的状・.反映すると考えられる そこでこ

れら2つの副交峰神績の錦織の臨瓜明怠畿はS司令るk
考えられるが。事館関 心制度目崎の錨暢が遁動司自容組に

相咽し~~"のに対L.. BRS U:網開するとされるl制

Rm I~割安感神綬の1剛被・応答反応と考えられ，この怠

味に"いて陪 s"，に，.似する 実際Rmは量動耐容
能に比例した" . 

3 刷実感神紐刺棟。協を事よりみた心不全..健膚の

定.. 化

心不全他者では低容震アトロピンに対する心舗数の

也下反応が減糊すると'秘密されている"我々はこの

応符.~縄問ように Rm で奥現した。 RmlH眼底紋例

では約0.92で有定状守は約。"であり心不全.. 復a
."'，量化できる可能性がるる fi警鐘アトロビン俊与
により篠''''例ではpNN50や"司5D'"などの心鎗変

動指舗が網加するのに対し。有.. ，定例では度化し仕か

ヲたこのように.Rmは副交感御陵別取応答よりみて
心不全盛...を定量化できると考えられた

4 問題点色限界儀

本研携では対象徴が少なし心不金の重盤a貨を繍笹
tI:(NYUA 1)と有盤状(NYHA11.叩}に分実現した
そζで。心不全重症度分類におWる分綿織の野価が不

十分で，今後，心不全"状の暢広いスペタ Pラムでの

検闘の余地が聾9た Rmの低下"心思副受.神経活
笹の噌加を伴うζとが示唆された しかし低響盆ア



トロピyの中健作mが示峻されてはいるがζの闘機関
係は朱だ明らかで1まな<，Rm~り臨床的恕績とともに

今後の倹討が必要である

， .とめ
。陣容量アトロピシによる心拍散の低下s!lII:I:i:心拍変

動からみた心細副安婦術包括性の"迎告とむなった

この低下aは4ヨミ金側では減少していた したがて診て
髭容量アトロピJ役与によ，.心不全での蹴交..神縫

の刺様応答が卸価できると考えられた
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ト123M1BG心筋スキャンと

筋交感神経活動との対比

古?事尚・両日1m列・・ 湯浅fttl}. R1J合滞務. JIlIU絡之-

~:lt-英夫・尚制緩之・ 丸山探知附・ 阪 1: ~7- ' JN字腿 ・

筋交婚待値"..【MSNAI陪骨柿筋への変調書棚鍾錨
後...の活動で.血IEの嗣節と@墜に関査する£とが
伝されている皐た.WalLinら"布。 KJngwell勺"は，

安飾的のMSNA61，心眼ノルエピ"リン栂illover
や忍飾眼精ノルエピネフリンa・..，有..な絡闘を示す
ζ ， ..また 11，帥dqvist~"l!心不全の盤盆..，拠民
心臓ノルエピヰフリンspilloverやMSNAが先進ず

ることを報告している。これらの成tfll;I:，少な〈とも
安静僻や心不全校纏で陪骨絡筋と心楓への交感神包括

働"共通の掻序によ9制御きれているζとを示してい

る -11，近年， ノルエピ尋プリン矧似体である

metaiooDbe悩~ylguanidine(M [00)を周いた心筋スキ
ャンにより 心筋交趨締径の分4怖が際備できるように
生った ーカ.今村ら"':l， ;15礎心候息とは無関係に，

心不全の.. 盆度に応じて%咽shoutrateが光通して

いることを報告し.M問G<ゐ，鰯スdキ静ヤンが'突史周感g神h純E担.E 
I飽彪の紘忠!Ji鮎HI'，的'~m栂 kなる可純色zを旨示している しかし0

これ】まtでに1.:，M悶G心筋スキ4ヤvンにより心'鳳.受..神鰻
稲働の定a忽E的宵傭が可鍛か否かを'倹貧討した'躯a告』陥aみら
れ

そζで今閥ω不金息智4を"対守.拠に MSNi¥と MIωJJG
心節スキヤンの間m棚を比.敏度検青討3したので'轍般告する

s 対象むよぴコ".
左盤収倒防省.御する心才企血者 15名(UF臥

57:1: 10 /l).僧側弁鎖市鑑による心不全血者 10'出MS
... ~企 11.) ，健常者 6名Icm仇"土 1011'の計 31
.sを対象とした MSNAの配織と町-IIBG心筋スキ守

ン肱痢伏閣安定した時期に行‘h それぞれの問摘が2

週間以上になら傘いようにした。 MSNAは微小樽緩

・盆炭火伊監.組閣1内"
伺 飴健司R凋，.蜘柑1帥 3岡山

電網践を111~，左.. 骨神"より導出し. ，分間あたりの
パースト依{加問tT!ltel金術棚とした 安鈴崎，3<1%

MVCで3分間のハンドグリフプ負荷時，-IOmmHg

の下半身除庄CLDNPI負荷"に MSNA~血行固め鯵を

測定した aた.MI8G心筋スキャンのm.・1.:1;1: 初
..像むよぴ後期像の心筋11俊樹縦割耐比(H/M)と%

\\'ash~叫 ratc t'飼いた

， ... 
J)左，.収繍..轡.有する心不全息警のMSNAと

MIBG心筋スキ守ン

"，o"の蜘行動観は.HF Tt C lJlIIIで服飾....圧
に径はな<..(.，判肢は HFI容で有憲(p<O.O路}に衡〈

を，.鉱山分蘭は IIFIJ.で有:1!(p<(/.05)に低下してい

た安静時のburst rotc 1;1: ICF D 3~ .8. C Bf.18. 7 

bursWmil1と HF 11¥!で'"''に噌加していた【，<
0.(5). MJU(j心防災キャyの都f偲担111;1:， B/M 11.初捌
凧後問.とも岡野聞にをは々し %w酎.houlfBleも

省'"撃はなかった。 MSNAとMIBG心筋スキャンの

縦抱"の比織で憾。%..曲。utrate 1:.安静時のburst

raleの聞に .=0.63の有窓な誕の制関."めた1，<

(1.01，凶 ll.j.た.HIMの初期像'"併時のbUnlt
rateの聞には'".闘は信かったが，後期鎗との聞に

burst TateのIIh町二伴ぃ，H/Mが減少する釧向がみら

れた

MIJJG心筋スキャンの餅栂栂とハンドグリヲプ負

絢， L.sNP 負制附のMSNAの反応どの比政で1:，% 
washoωrale 1:. J、ンドグリップ負荷時のb，冊 目切

の変化事および LBNPA~時の中心傍線庄の変化で

欄aしたburstraleの変化績に相個闘はなかヲた
"僧繍'"健司館街置による心不全@者のMSNA1:. 

MIsG心筋スキ.>

MSI撃と CDの測では。安俗的のburstrste 1;1.， MS 
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Y" O.9b. 9.3 (r.. 0.64， P ~ 0.05) 
。

" 
" 

" 
僧繍発星iII"illM障に削，.安惨崎彪変緩縛経治'固と
%..uh・~I raltとの関係

。

Burst rate (burst81冊吋
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。
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左重収繍'‘'憶による心不全息者'0'と健常者'0'に
釘吋.~.... 騎受感"鍾沼動と%.....~ωは泊'"
の関縄
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園 1

際で2をはみられなかヲたがI 今匝対象とした Mドtf-U
m縦例t.rltαかったためでるり ま氏H1Mの後間像
I~ bu~臥r:lleの鳩加に怖い減少する傾向がみられた
が，交感抑純絹動:i~進による%wa.hout ra胞の制加を

反映した也のと思われる
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酔で高い傾通.示した MIBG心筋スキャンの'"術欄

では 111M では.，~凧後朗自訟ともに"'"タ七%

washout rate にも両"問に有怠~ I~ ~旨かった

MSNAとMIBGむ防スキャンの純術開の比般では

% wRshoul raleと安併時の加削 rateの附に，-

O臼"有意な正の相闘を認めた句<0.05，阻" 慮

た， H/M の初期日訴と ~M時の oorSI ratcの附に州側
はなかったが，後，，~と安野順守の burstrateの削には

'0附 附胞の嶋加に伴い((川叫が減少する傾向がみ切
れた

MSの~.. 度を示す結締側と%wash川 rateの比

較では，僧紹以目前例とは省軍な負の船聞を"めたが9

c.係数や肺動脈線入庖とは有意な将l閥U信かった

s 考僚と鉱E語
今週Z是々 は MltlG心筋λキヤンによりむ級交峰神
U陥活動の卸価が可，.か苔か金明らかにするため!心刈、

金患者を対象に MSNAt MIBG心筋スキ.，.:--(})稲
佃閣の比後検討5符ヲた その航見1.% wm;hoLlI rnte 

色白宵耐の"0附 rmcは lII'n.MSrr:いずれも亨'"
.正の側関金諒し.H/Mの倹削除1:1:bursl rateのm
，.，ζ作い減少する修1向がみられた%washul同n.ICと
'0ョtrnteとの相関f:t，友箪負荷が信〈 左笠心筋隊
沓の少会いと思われる MS他者にむいてむみられて

おり。少なくとも心不全雌者に"いてU，%wash。凶t

rate IJ ~降飾的の￡臓交慰仰位前動<<...反映してい

るbのと考えられる H/l\Iのホ闘仰に I~HFaH:C
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体表面電位図による冠動脈疾患患者の

迎動時再分極特性変化の検討

都悶俗之・ ギアス・ U・7 メド・ 5築正剛・道雌附憎・

加価雄彦・加蕗達生・野口法保 面谷岡紀・尼崎就ー・

制"徹・荻野和秀・久絢郎・ lfl政千秋・

冠動原侠砲の訟断を目的とした濯動.何む電園よ。 1
5T低下はω筋虚血の街"として用いられている。51
低下院T波変化を伴い.このST-T変化は問分極過

製の変化を反映するとされている 1'1分悩過観は脱分
径過担と荷分極特性により膨慣を受ける 近年。体袋

町電位図より作成される QRST田 in!egralmapが荷

分筏符伎の臨床'Jl宇宙に有用であることが明らかにな

った 本研究の目的".本訟を迎動負荷む電悶に応糊

することにより，巡動雌発心筋虚血時の料分極特性変

化の特徴を明らかにすることである

S 対象釘よぴ方おま
溜蹴仇荷'''TI心筋SPECT5径行問に体表面健位図

を記録した出到のうち，安.. 隣.正常 121秀噂む割巴図を

示し。以下の，，~~織を糊たした"事計 61 例を封.と

した内訳は.A ~\!I 5 例{有窓窓狭窄[ー). rev~rs' 
l刷c'''Tldcfcct[-) 省軍5T低下[日目撃1<例

{ー，-.+).CCJ6例1+ .ー.+ IおよびDD26例
(+.+.+)である VCM-3'問。システムをtlh>.安静

的および辺助終了後1.5分に81磁場体表面電位圏を

z 

3 

記絡し.QRST恰剖n!cgralmapを作成した 81鶴湾 4 

"における巡動別役 QRSTIn!egralOO聞の何日問係微

金運励前後QRS1'I齢拭egralmap摘の煩似性の指繍

としI回帰直線の傾きをQRSTintel!rlll仰の夜."叫白

梅とした

S結集
金例において，安併時QRSTisointegral mapは左

前胸部に疋領域，右調印および右背備に負領島民を有す

る双福住分布を示した辺動後QRST iSQintegral 

園 I~動後 Q田:Tilo;nlell'ral mapパター〆

一一1州内叫刷朱川/3(;1)

広筒凶.個展駿型'" 左訓駒附右側負制域型'"
岡左似型【"むよぴ広範殴負領~m何}に分銅色ね
る。
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‘邸側"制する縄問保融【左団}および由鍋直a・<<湘塵{右図 I~比般図 3

.ヲたが相関係."志向等に高値であった D 騰では相
関係数，悶知直線の傾きともに他瀞に比して低債であ

った{凶2必よぴ凶3)，0"のうち縦四係散が0.4米

測の依舗を示した"例に結いて。全例に左前下行伎を

含む多枝~19Ii)1~められ，SI'配Tよ.8例でu.mmお
よび下m.2では下般に reversible'''TI dcfcctが認
めらねた。

m"よ A静4例(27%)，B"3例(21%)， C"19時
(17%)および0"19例<73%)において...動による

..，域{左削腕'"右側盟，同左側型または広範闘~!lの

出現が"めら札.左前例節度側Eおよび広範図星""

E容に特典的であラた{凶().
選働前後QRSTir>tegral倒附同In関に"いて.B 1:1 

よぴC静でU，ADに比して幽掃車線の傾きは低似で



! ，暗様
v，別iら"11:，狭心イ定患者の運動後間RSTisointe 
gral rnnpパターンから~幽のZ底値段鮮価を猷み多校

製剤例で"価大が彼散になり.問分板"性変化が大で

hることが示聴されると縦告している 今匝Lコント
ロール例では選励附後の"分編符性の娘似性が保た

れるのに対し.reversible刊 Tldef<:elを伴うST低下

時，高鍋'"に溜動による総領域出現が"ゆられ。QRST

integral僅の高度な減少およびその変化のばらつ舎が

大であるζどが示された 選鋤により S可低下告示す

が州制 defeCIi:有きない例では コントロール鮮と

比似して， QI(引 inlegral偵の減少M犬でめるが逝動

む総 VOl.30 SUPPL.J 09持附 m 

前後の1'1分柑特伎の銅似健S志向宅撃に保たれる ζ とが示

された これらの結果より，溜動によるぽ狭唱に伴う

雌血性ST低下時再分組制性の分布線式が大き〈変

化し，その経度が高度の9ll!:l;l:広範凶虚血例が多〈含

忘れることが明らかに伝った

s 文献
1l Ya制 iS. Kubola 1. 01lYnrna T. ct al町ac:nos!s
d四朗町削帥 '"町田叫問山enlilll

m叩時 10:Yamada K. Jlarumi K剛山T

ed. Advanc.，. jll budy surf~ce pOle川 i~1 n回v

pitlg. Nagoya : Tllt仇』山聞か 01Nagoya I'm>:! 

19113 ; 243-250 
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高血圧性肥大心疾車における force-frequency

および relaxation-frequency関係

梱極将文. ~村富士・ 武市政志ょ・ 市1M佐保子・ 石*J込itr
磁村自宅周・ 姉濁英夫・ 組~江俊和・ Jf悶"子・ 松漸三紀・・

林通朗・・・ 在 掠・・・ ，.村ー成・・・ 償問先弘・・・

向血血性庄誕肥大l;t;本来.(1:1毛利.大に対して左草

壁応力会正常に保つための合目的t均旨む筋の代償~艇

と勿えられている しかし， Framingh副n5lud>'より

在室肥大"心血管務敏の鎗立した危検閲子であること

。明らかにされたDevcr<:肌 U声高'""催態省の20%
-40%に心エコーよ左第肥大を認め。街。既往1i'.盆肥

大魁者 l;t llìlÆ心血管場般の"'"猟I~が測し子機不良
であると側告している 今[iJ.fi!々は代償M闘の高血庄性

友箪肥大老対象に，心防ペ シyグによる心納依存性

の川。".阿およびlusitrQplc効援に対し."動に"

う交感神経病被が噌強効果含有するか否か.臥位エル

ゴメ タ .用いて検却したので・6侍する

5対象と方途

対象陥商血圧往左禽肥大を初ずる鹿鳴 10名と疋常

対照昨9名で，会例則性であった 隼鯛t 体後"..に

凶群聞で有27.!I~ iti:め"かヲた。検議 1週間前より隠
!J'綱を含め心楓絡に範明する務削除中止した 右溺ぺ

】 νングは毎分80閏~毎分 120阻まで3分傍に刺激

銅皮..断噌した自伝淑エルゴメーター1;l2SW，およ

び5<lWのa"6olJtにて各3分間縄行した いずれも仰
臥位にて行い マイクロマノメーターによ り連続拘に

在主庄を毛ニターし 左盤伍幽線より心筋州政脳将位の

欄様としてιV dP/dt....を.弛観約悠の"棚として
市1/2を算出して"価した LVrnass indexは!)ever

'""ちの刀法に都づき心エコー法より"wした
s鎗.. 
左盤IE"剛E事ともにぺーシング時に低下し溜動で上

f，;'i!il;¥;柑相自内側

閉 館値竿"

"。 同 組‘...民.肉鹿
内 4働醐名古風咽帽嗣町帥

界し，安飾問. .金大べ-v:'-グ時"よぴ鍋k運動防と

も心肥大E写会E有窓に向かつまが安m時と比ぺた餓大
ペーシング帥幻よ""大迎動時のm分は凶瞬間に有g
"."め《旨かった 怠翁瑠~での LV ejection frac 
tio岨liU;術:t4WI'撃で63土5%であリ 心E大"では
72企‘%で.ω肥大"がむ怠に大であった (，V m.鈎
Index li正富震対照齢で"主5g/m'に対して心肥大.. 
で'"剖5g/m'とぜlUに大であづた 左盆蓄広磁末期

容.係""ω肥大併で“怠に小であった(62:t6ml/ 
m' V$. 55士9ml/m')

安"8.'I.V dl'ldt....は岡野測で有怠磁，，"められ

仕かった jf:鎗E揮では r1/2は金例"m陪以下であ
り 戸方心肥大路では 10倒φ7例が40m9より大で

あり，事".伝極集が惚められた 週働時左雀鉱後末期

!J'I1同仰ともによ併し その別》はむ肥大勝で有意に

大繕かった(袋11
血中ノルエピ串フリ:.-JJよぴエピネフリン糠度は"

.. 時 a最大溜動州毎およびa大ぺーシング防共に，.鮮聞
に有窓謹"認められなかヲた

正常院にMいて 120分旬のペーシングで LV dl'l 

dt...， 1;1: 28 %IW加し， T l/Hll4 %祖納した。般大越

.，叫には各々"%のm加とお%の舵鮒がみられた
心肥大mでも問憾に 120分僚のペーシングでCV
d1'ノdt...1;1: 20%の増加とTl/2は"%の回繍がみ

'n.週動Mより色々87%の柵加と“%の魁WlJ)f;a
められた{鴎11

5考織
1871年に白。wdilchら"が心鮒敏明加に仲い心収

賄カが別問強すること."，除して以来，正常のヒトを対

取にした force-frC(j問 、"関係に附する研究がい〈っ

か側告されている 飾的むでは低滅型心筋催を却象に

し Feldmannら"がncgativeforce-frequcncy関係
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畿 IH問。dynnn，ic叩 riabl..~t lla..lln.， st I却 bpmof pn.inll' RlldSOW of 
u.rd・e

11.開 linc !'aci，明 Excτd且'

t!ea円 rate(b仰.，

Con'f唖l ω.， 四 105:1:11 
LVH 09士山 1初 )1，士)1

LVPSP(mmHll'1 

Control 132:1:10 127:t12 l日 土18
LV!I l側主)1町 lW:!:9" 191:1:15町

LVEDI可mmHg)。mtrol 9主2 6主2 日土1

LVH ln:t 3 ..3 17:1:2" 

Cardl~c Index(l/n，in!mり

Control 2.'晶士0.23 2.75士0.28 ，a士0.62
LYII 2.95;tO.U 3.57土0.67 6.7r.土1.30

LV dJ>/dt帽，(""nllgl叫
Control l，632宜"" 2.'"士345" 3. 101士'M抑制
1. Vl! 1 .740土321 2 .11 6 :U~" 3.346:1:133'川

LV(dP/dl)!口l'~O (1 /s) 

COol，ol 39.0主'.0 珂 3土9.8" 68.9:1:11.1的品

LVH ~，'士" ~J . 9士?. 2'ト 60.3士lU剛'

LV dP/dl."，(冊田lIRI叫
0;)olrol -1. 79B.:t 184 -1.町田主". -2.9副主786""

LVH 値上且12:!:394 -1.880士'" 同 3.028土5制刷

T川 (m.)

0:>"1'01 35:t 3 30:1:3" 23:t 1'''' 

"" 42:H" 36:1:3""" 25:1:3""" 

To(m.) 

C""lrol 5l:t6 "土... 33土3""
LVIl "土目別 白土7'''' 33土5').品川

L判官 LYpeak sy鉱山 pressure，LV印 P:LV end-d醐 OIlC問削re，T" and 

h 剛山川 byderivatív~ 3nd di叩叩ehalf-time mcthodos.. respec 

LivelY."I>< O. 05怖 C伽""'1，"1><0.01vs canL向上句'"・l四 bsseli""，".，<a，alV!I 

."同

.鋭告した さらにLiu 剖制問償性の肥大心を対~

に含む肥大むでIjforce-f，陀"ω"'関係は隊轡を受付
ることを報告した泊 万鋭々は肥火型.(Ai書留におい

て。その繍症俊によりあ。托沼 ，，'"問"関係に対する

週動による交熔神銀紙面障の劾集が録名古ること会報告し

た..しかし.Uにわたる高血圧が心不全に移行する
感災は臨床上良〈知られておりむ偽依作性の

inolropicおよびl岬 Iropic効梨に対する交感側桜刺

獄".，出効拠を高血圧性代目肌忠犬むにおいて般"す

ることU臨床上重要である 今岡同"々の研究結果に

より i 代償Ull.'J:血fE性血1大む山者においてI 安自帝時左
奴弛恨の紙H!1:Dlめられたが， [.げ山 Irc<μ刷沼yおよ

びrelax3tion-freijuency関係陥両者共に保符されて

忽り。運動出より招飽きれたβadrcncrgic刺激の両

者への噌強政均雌，蹄望書されていないζ"明らかと伝

った 今後はより盤復な肥大心および心 子、全を伴う非

代償期肥大むの織討が箆まれる

. l2:敵
Il sowdilcll HP: Uber die Eigenlll¥lmlicllkcil刷

d" 脳出rkcit，叫ho帥伽kclfnsern伯

Hcrzens zeiRe防 A治以討 '01 Aω1 '.dtug 

1811 : G: 139-]裕

2) Fc仇!I"，..."Mll， Aldcrma" J])， ̂r<・cslyJM. cl 
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好気的単一水準運動負荷における

循環動態の推移

鯵薮除 ・. '"辺..行・ 石11，爽側・ 江田彦・坂本和彦・武"法之・

外山昌弘・ 予尊厳巧. ..周健志・杉下..郎・相撲 武・・

AT以ドの強度を附いえ:遡動は好気配当'"常週動kし
てむ筏邸息婦の刻動制使級に調書問されている F.kelund 

U健常柿年倒怯に長時州の運動向怖を紬行ずると.般

調健悦取~" 定ないし位度鳩加ことどまるものの む

総数は憎加し一回納IJJ量は低下すると彼告してい

る".~owcH IJt，U;'1åi 遂動で I~ lIeat ~tress ~!t.じ皮膚
血管の似磁から心縦への血機週誕の低下、 一倒的M盤

の低下をきたすと迩ぺている".1fP~らは，健常タj位に

AT近傍の強度の定徹.. 動を25分間絡行すると。際司関
側取nは後泊中低限定の値が雌持される bののω.. 
a設や体液性因子は縫時的に漸附する ζkを報告し
た創設々も u不金例に好録的単ーホ@虫駆動i'30分

間総行rると。 "*111取盤は定鍛状臨になるLののi
心舗数。体温および血中アンモユア浪股が厳時的に吻

加するζとを報鉛した外

これらの報告からAT以下の強度の針気的避勧で
るってむ持続同聞が長〈生れば鮪繍勧顧の定鍬伎が絵

"されlない可筒慢が刊号えられる
羽t-:Iil f列の白的iま慢性心可:.t倒にsいて AT以下の
強度の好気的単一水柳融閣を"分問符縦した防の鮪

.. 動態同椛絡を検討するζとにある

s コ与2会
.t.) fkU織蝕む不全 10例'51土12縦)とif.舗のマツ少
した正常心腹胞 11例(!)7:!:6 Jj健】である心 T、全鮮の左

室駆山分闘は 34土7%であり 鶴岡曜も牧息'"広自慢型心

筋鐙6例，隊問性心筋"10'例?めった

鏡抜畑山字削

内"'即Sつ〈叩白 1-1-1)
同 "院院特定..検査町

内問即. "<耐久保 2-1-1)

. II! iIlR:J¥:写体ffWr..¥¥
，.踊即， ，<刷成田 11-1-))

各対象に厩位エルゴメ ータによる~腕巡動"例扱肢

を嶋行し。 A1告決定した次に ATの約 80%の強度

のTT-:気的凧ー水2償還動負却を 30分間施行した!¥術u
111'1>.心鏑数刷座。限訴後取.大関心よぴ前傾郎
の深部温を 1分毎に測定した また，色準希釈'"によ

るむ伯尚.を 10分sに測'"しそれをむ納訟で献して
一副伯尚..算出したなお検禽fH!溢鈴鹿の-，さの

条件下で行った

s結集
。跨泊械のP程修{表11

向調梨烈取."正常心，.飽鮮と同様，心不余群で""

HVJ嶋.定常執鯵がMI:tljされた
心.. 出量L"，常心像飽...心不全鮮のいずれも 10分

以.".ほ"提!m状般が雄怖された
一方心伯数陪""心者良能...心不全併とも '0分以
降 進行伎に計Z撃に榊加した 一回拍出総tt.íF.1:t~し般

能昨.心司会"とむ 10分以降減少傾i.jを認めた収

縮問 b冊はi1:怖心俊厄r.r.，u不全昨ども 10分以降悦F
ずる側通を認め 10 分と 20分の附では有窓"悦 V~

"めた

前期および大腿傑郎話通の推移4をみると jE~おむ処焔

r.t:，む不全昨明いずれb各務削温は時間飽aとkもに
」じ鼻し.30分の位過でIJ定常状舗に遅ら.か勺た

2)心鈎散と体温変化

運動による心街徴噌加と体温上男iの閥速について検

討した図 1にはη棋の鉱自慢lI'l>u筋鉱!の忠者にお"る
10分から 30分の附の闘者の開通値.示した 附綱滋.. 

温と心拍敏匂判聞にはr"0.95の 大腿沼郡祖固とむ鮒散

の聞には r=O.96の良好なiF.の関還を認めた

正常む犠能併でliMm深部温とは r=O.38から
O. 8~ の制醐弘大.. 深"温"ま r=0.47から 0.84の

制周を認めた 心不全昨で I~ n~稲田~~とは r=O.34
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心拍敵・官岬時

-lOjt 

-2<)分

-10升

-'8分

-30分

安静lI.HLI分}

M} 

-20J~ 

-:11m 
町

-l~t 

- 20~} 

-"，歩

憎瑞摂取員ー安静時(um
-¥(}H 

持分

前傾摺国描ー安帥時{'Cl

-10分

-'8分

- 1O ~t 
20~} 

ー却分

d.: p<O.OI， .‘ p<0.05 ・p<O.05(l O~t対'"参》

正常心圏構"

n.o土，.S 
94.1士宮2

H同 1:1:10.16

同3.3宜13.0畠

"札1士9.Sd. 

'.9士1.1
佃..士1..

1J.9:1:2.5 

1J6.0:t23.3 
118.1士27.1

107.5士17.6・
0.24;1:0.02 
札制l士0.09

0 . 82土臥~

O.同士0.08

36.'士0.'
36.7:1:0.3 

36.9:1:0.3 6 

4‘ 
".9企0.'
36.S土0・企

37.1土0.'企

81.4士12.4

10l.4:1:15.1 

103.9士"骨
108. I土15.7.. 

121.3士20A

146.1土22.9

139.9宜20.76

ι2土1.3
11. 1土，.， 

11.0:t2.2 

112.5主持6

107.3土21.2

101. 1 土 2~. 5・

0.23士0.03

O.制主0.0骨

O.同士O.11 
。国土骨 叩

36.'土O.• 
3畠1:1;0.4

36.S士0.'凸

36.8土日.^ 

3S.H:O.7 
36 . ~全0.6 l>. 
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蜘 EXERCISE 

哨 R

。
~，復例.示

" 

。宮V

~ 

" 

附幽

'. 
明

0.49 

• 
初《分}

"般のti;>Jt~v筋悠例にお付る淵鍋仰の抱瀞.示す何度調陣織取厳(\'0，)は躍
'泊中{日間"田..伽、ら叩仰でほ，，-伽蜘酬しt しかし心
稲川氏'"聞は遊行性にS倍加し。逆に 同総山 .(~V)怯..分以間進行性に減
少した ~分時点の SV It安飾的の館より少ない

から0.95の，火腿禄'"溢とは r=0.25から O.9Gの桐

闘を認めた 4闘の思い9I1ii-u腕網動合併例であった
3)留例阜示{闘"

7沼歳の"設~む筋能例.M*綬取震は凶分以降定
備状mが紐縛されているものの。心鮒数は迎行使に何回
加し。道に一回倒的盆は低下して3c分の時点では前飽

より低舗となった心不全"の10'時中2例で本例と同
じ〈 】t回初出S置の前雌以下への低下を認めた

! "錨
以上よりω好"的辺助でむ附伎が段〈なると体幽ω
よ痴を来たし 心納数"'，.. 回銅山肢の減少4量生ず
ること均京された む，金例の辺町似棋の至適迎動ν

ぺルの決定。こ"倒mな"''''.挺する

s 文献
，)J到kelundLG: Cin::ulale>ry and r伶piraloryadap. 
lal;on durinll prolonlled exercise. Acta J>11yS必t

s<ωdl鉛1: 70(suppl 2921 ト38

2) Rowell LB: CirculalOry 叫附men(s (0 

dynamic ex剛健削 heals(r，四 inHuma目

。""叫on(Rowcll 1.11.， ed). Oxford University 
"，α窃.New York. 363-406， 1936 
Jl仰沢来。門脇機関"剛ほか AT近mに
おゆる定傭溜動の静価 lT"αrcJ 1995: 59 
(wppl J) : 2~5 

"鯵斜陽ー...辺a符，杉下鏑郎!ほか好銭的凧
一水附巡..，司"ドζ'"する呼吸徹現代謝術僚の
仇移 J仰心町J19%:60(制 pplJ) : 299 
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拡張型心筋症患者の運動耐容能に及ぽすβ遮断薬の効県

殴ヨ降傾E芦屋の立ちよがり時定数による肝価

谷口制ヤ上嶋憾?白・細川銅雄・締本措鵠・小林界・

'"矢11紀・ 千築総・中村元行・平盛勝彦

1975 Iド Waaj/>l凶刷ら "β 遮断費慣が.~司".心筋耐

{以;M)の心不全a起伏.""酬J響舵..血行動帽を改普す
ることを報告した"その後.Andersso、らはβ透断篠

がIlCM 症例の濁動防削や験火融機野~.の改替に

荷効であると彼告した"しかし Fickの式から也切ら

か伝ようにi 闘機期限取.はむ鈎散に測定されるため

β溜斯様の内臥などの心鮒軍駐が憎加し嫌い条件下で

は.心櫛週動貧衛隊属会lCPXJ時に椴縦陵町~11:( VO.) で

淡聴される鱒気性代制限値(ATIや陵高微調障制聴取"

(peak VO，Iの変動からのみでは，治"効保同司同断は闘

胞である

そζで弘遺跡 OCM催例の翠動耐容能に及ぼすβ

遮断察の改善効操について.CPXの中でむ般病却略取"

句関与の少盆い'"僚を川いて検討を行った

E対，.，方途
対象は β選~..が;/<般与で心筋金敏から随li!齢閉

された DCM~風物 7 例(9J5例.，，'例.'l'陶左手働<1土

1211Jである{衆1，1β渇断鶏役与後の平勾限康JIlJr<1I

は IO.4:t9h月で.ヲた ，忍断藁役与の前後での

NYHA心機能分娘。胸IOX線写真の心胸抑比

IC1'則。音信仰閃断帰心エコー図検査益の左ヨ監獄Ul$
(LVEF) 坐位自伝説エルゴメーターを問いたCI'X

よ1)VO，の立ちよがり時定倣(..).辺国防時間.AT. 

Pほ日akVO，を比較検討したなお。 CI'XfJ:IOW.3分

間の槻負御からぎを*め，その後日WI分のランプ

負荷により AT.pcak VO，の測定を行った

S結果{表 1a. b) 
β遮断第腐鵠附後で心鈎散IB2主9から 13.:t:10狛/

分へ，収，.，岡~庄は'"土7 から 102 土 1mmHg へ有惣

I'I ，~雌.大-:j!1fI 2内科

内聞臨醐時l叫 19-1)

に降下Lた(1)<0.05). :tた NYIlA心慢能分.."

'.5土0.5かり1.7:t0.4へ， CTRは58.0土7.5から

S1.0.:t:1.2%へ。J.VEfoは29.9土mから"土9.S%

へ τは"土"から 43:t26紗へと有窓に'"著した
【各々 p<0.05) しかし伝がら現動時間.ATおよび

peak VO，には有怠"変化 .. ，め仕かコた また役務

前後でのiJ..1:: dr...VI:;Fに負の側関金総めた(r=-

0.;市。 p<O.O防"凶H

s考検
OCMへのβ遮断醐糊臨床依状や予後の''''効
織は，MOC trinl"やCIB1S"からも広〈龍められてい
る本鰍告でU，CPXをβ道断繋般与前後で比鮫し"

た連続?銀側の白!胞究所Sるの改轡と運動耐~..の改
替の倒係について。従来の心不念を抑畑する勉割前以外

に偲訟，.の定常容斜負荷時の悶定散をsIいて検針した

7例のDCM.¥D.者全体で".β遮断羽臨役与前後で閲
覧Ili処は!j!JI町から'"脅し，ニmm_有窓に低下し，
CTRやLVEFb改倍した しかしcrxの絢棚の中
で I~ . ATやpeakVO，などのVO.で務記される。す

r..:: h f"~む納敏の'"・を受ける納繍では，泊銭前後のv

S拠隠改曹に針応ずる変化は留められ"かった 他方 γ
は有意な改善を示した すタわち 3分間¥OW という

低強度の負""から仰句れたすほ。運動開始早期のむ

循山保安反映する これは心柄数憎加山よらないー回

総出震の噌加合あらわすため.β越断療による陰性夜

間作川の膨o.受"に〈いと考えられる
個別にデータ.倹討すると CTR， EF および，は

7例会例で有愈に改僧した -1; AT t$よぴ遡働時附

は3例しか有窓な改替が認めもれヂまた l例"oc
dlationのためにA1'の制定.剖姥であヲた 7の改
善にも側bらず。閥抗 VO.ゃ遡動時mに改替の認め
られなかヲた3例陪下肢鋭労でcrxを終了した こ
"らの飽例では心織へのt分"絢仰がかかる酬に下餓
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h 嗣刷酬 唱 【
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何 N ・・ a
.ロI:)~:::::

-句咽・“

42ヨ

副 m 伺【同

記釘宮コ.

225a F2R-

酬-
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企τ(sec)

o 
1。
.zo 

J' 

••• s. 
5 

む厳 "'01.30 SUP礼 J (1鈎8) 97 

。

，. 1s 

，.・ 0.76
(p<O.OS 
。

2. " '"冊B

困， ，通貨.・建前後で得られた.dEFt: srの

組網"。‘

‘疲労が負荷.... 定してし:H'.(lC:ok VO，や遡S腕時
間では"植な評価は刷..と考えられた

低容"の定常運勘負符からポめられる τは 下肢縦

貨が舗とる以前の負荷で求められる".であり かつ

む鈎散への依存が低いm繍と考えられる したがで担て
β遮断拠役与時の自覚信状およびも慢飽同政齢.比般

的早朗より。正憶に反映する術棚，.ると勾えられた

s館険
β低餅灘隊法によるIJCM"告の心慣能併備に，.
CPXカ有用である なかでbVQ，のn，るよがり附"
叡 τが'fi別である

S叉..，
II WlIgst創nF. IIjalmarson A ond W.恥叫"， 
E((，出 o(chr叫抽出"'!r1l1C叩川町一一iwcartliom仰向 8，
1，，，， .. 1 J 1m: 3'1 附".，・"
2) And留酒onB. Hamm C. J>~醐1 S. et 111: 1m 
帥叫儲l'rcisehemodynam・C州 国 indll"l.，.) 
carni附叫yafler同町刷叩

ade trea.tme"前 J11m CDII 01，..ω， "栂C 2G
l錨ト'"・

3) WUI:"託einF. Bristow RM. S愉rcdbe'llK， cl al 
B割、.r.αal~ffI民又..，胃、etopro l l)l in もdiDP~山 E

dilalω cardiom宮崎IIthy. L訓C4'/I!l9J: 342 

1441-1446 

4) CIBIS inv岨 iga出"，mlωmmilctとS;A r3か
e。剛zedl'凶。rP-blockade;n lleart failu~ 
CiTnib愉仰 199~ : 90: 1765-1773 
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Dihydropyridine系 Ca措抗藁の

心臓交感神経機能への影智

"'i-MIUG心筋シンチでの機肘

野村昌弘・ 幽餓中道子・近糠 争.・名聞智倹・溜..純子-

rJ史子・ .. 厳竃・大* 1-:{・fJlJIi jffi' '1'“:t i曜日

s 目的
P.た健相"ら"は，削除d刷~綾与によヲて血中ノル
zピネフリ:.-1)1羽窓に上体すると鰍@しているよう

にほとんどのdillydropyridine系c.術院積"血管

"自慢に仰い反射性の....を引.. ，こし.実感縄'11指伎
の元過がみられるしかし舎がら。am!odipincIt dlhy 

dn.pyrid憎系0.1，白紙調臨であり帥11;.， :R司降悌<uM'惣

の充進はみられず。血巾.テコヲミ Y1;1.低下するk徹

告されている旬

今回，川fetlipineI.Jるいはm・lodip川"の慢性経口俊

与を行い "'1刷C¥lIiooo;>benzy 19ua n Id i ne (M池田心

筋シンナにで!削.網のゐ風変感神般観院を比・"貧fj

した

. ~迭
生後1I.i8齢のWistar系ラット金対側鱒(CT)，

arnlod柳町役与静(A騨}および同fedlplnc役与'''N
Z仰の各7匹の'"に分砂て倹射した A'" よぴN

rt-I:I:，川fediplnc【10刊ほんがおよびarnlodipind3mgl 
kgl f: 5週間鰻ロ役与した エ テル.よびべy トパ
ルピタール隊m下にて。ヲットの大腿鯵鵬より"'1-
M1BGを"。μCi~伝鯵注後。 30 分後I~'"像，.よぴ
24.分後〈後期倫}にガンマカメラ(PRiSM2ω。}をm
いてplanar像を織除した叫醐隔比(H/M)を卵幽

し.早期弱視および俊朗像よりお亀U幽し~.攻め， ... 

で比綾した

さらに， ，時間20分後に心織を摘出し，W仙'"γ
ヵ.，タ にて心筋MIBG袋網(%kg d。健1"を計
調した

..‘人写墜'itlnn内開・.拘醐.
何?初醐偲酬_*1l12削

s ・a衆
国 1U. 早期~"ょぴ検問自院にJJl1 る各"におリる
HfMt包をがした早期織に釘いてU.CeJ幻よぴA"

の 111M1;1. N 院に比して掬"に低下していた1，<

0.05) さらに彼附倫の 111Mにおいて(" C rt-nよぴ
A"ι比して N"で"低Fしていた(p<0.05) 悶2
に色鮮にm1る刷J-MlsG挽い出し車(%WR)を比

依し点 沈い出し調怖は cepsよぴA'事では有uは
みら"なかヲたが Nnで陥有濯に)t還していた
図 3は。 well~目 vーカウ yターにて欄恕した役与 4

附間初分後のu筋 "'[-MlsG祭慣を各醇問での比畿

を示したむ陥"'[-MlsG;長備は， C鮮と A騨とでほ

有望律援はみられ留かヲたが。 NO撃で陪有窓に低鎗であ
った(p<O.OI). ' 

. ~畷
実感祢吸鯛巡斯痛でめるグアキチジンのアナログの

〆タヨードペンジルグアニジン(MlsG)は ノルエピ

ホフリンと問織の体内勤績を示し，心筋肉の安感神銭

鋳来の分布の繭除化命"1憾である" さらに。"'[
MIBG の取り溢I，n~は，心鳳四足感神鰻終末の取りぬ

みB司書露。"感仰般活動性のヲ℃選による MIIlG趨a曜の"
遁，貯雌慢繊の.. 省傘らびに神経線米の笈伎によるも

のが場えられている"

今邑J，"'I-MIsG心筋シンチを用いてdih}'dropyr.

idine議C.I古m郷である nifedipine1:・mlodipine:の
心風変...“活性について比依検制した

Amlo<1i仰ne'Jよ'IJnlf.“同ineはdillYdropyridine
系c.愉悦郊であるが，附.'"は作凋鋤聡脚聞や半減

期が郷"るため.安感樽n訴ttに.よほす彫曹が拠な
ると線倍されている州政研究において ヨシトロー

ル僻'<LぴaOllodipi憎役与群に"いては MII犯の
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早期像 後期像

H/M H/M 

p・ O. C~ p・ c. c~

P，O.OI o'(>.・E

国 t 早期!at> UI後織像におl問書腐の"川~
cn:J"1itCI. ，\齢制lllod，p 僧 t~. N tl 瓜以均inen ￥幼崎
玄欄.m.

%WR %Kg dose/g 

悶 2各"にお付る"'I-l¥.IlHtlitい幽し噂"
IVR)/I)ttt史
cn対附Ill.^ Ill: arnl<>diplnc n 
NO 山fedip，nen.平均面白堀町陸棚

洗い'"し単の有怠愛は"められれ 一万において

川fedipine役与昨で陪!縫い出し車の完過がみられた

Nifcdipinc役与で".血管鉱載に停う反射佳の変辱
神経活性"充巡がみられ臨時』ノルエピネフリ yが槽加

する"が amlodip問で"血中ノルエピネヲリン医局育

訓'"認めら仇ない"と紹告されている 今幽認められ

たnifcdipi同信与による誕も，mし率の嶋加".ノル三
ピキフ'}:.--m加による交錯紳経t首位の充巡G よる
MII3G .lt.llの克選に務づくと考えらnた

S銭"
"'[-MIIJC心筋シyナの倹加に幻いて， nifedipinc 

c，陣 ，. N. 
図 3 酬に街6ずる嗣4酬~~.の叩 "' [ -a IllU

.繍の比.
Ctl:t1則獅 A肺 amlodipine僻 NU
".f<:dlrlnc n 平均制全傾向'制.

は実感紳総括性のJU躍がみられたが.amlodi~ 聞のむ

臓交錯伸鰻話往の花迎作mが認められ.いことが硲認
さnた

S文献
J) Pedersen l. Mikkelsen E. Chrislc問。 NJ.elal

印刷S01 nifedi附側 plasmClrenin. al畑町
。ncand倒帥ulami醐川岡山Ih}'j)crtc作
siCln. Eur J Cli" Pll(lmwrol 1979: 15 : 23引5-240
2) l.eenen ~11 TndドωmeyA; Comparison 01山e

effecls 01 R仰向削酬liucm加"
hour blood pres.抑re.plasma calC定負。laminL'S.
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筑波火手

4) l!t.張型良心筋復患者のZ担割崎耐容能に"ぽすp遭新慈の効娘

臨調陣織収録の立ち上がり開定散による解簡

物乎.斜大学

5) Dih開dropyridine系白徳院議同心臓交感神経襖ゆをへの彫曹

-'"トMIBG心筋シンチでの検制ー

徳島大学

em縛腰間節能失神
6) Head-up tilt飢...・性例のlIn管内皮繊能に附する検討

自側隊中央附鵬

錨M医袴文。ほか 90 

鯵様峰一。ほか 93 

谷口調信代。眼力、 % 

野村自弘。ほか 弱

高瀬凡'l'.ほか 101 

1)原鴎不明の失神悠者におーする Head-uptilt test陽性例の再現住に関する繍討

検戸大手武層明日，..ほか 104 

8)縛騒賓館性失神に対する交修神経β遮断濃の有脳性

-Head-up t仰臥験を削いた穏期予防効果と畏01"ローアップ成績ー
度鶏隠科大写安節治彦，ほか 101 

-シνポジウム f循環様負荷積..における各橿自律神緩楓舵野イ置法の有用性と限界1
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